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SSBME rh OPT SOGE BRI OC a 
lek 高 好 
日 高 国 ホロ ベツ 上 流 (ニオ ベツ 川 ) の 混成 岩 体 に 見 出さ れ 
7A AGREE ANA BOTA. +. eee eee tw Ff vis 
Fe) PEER - [NAM HOMBEB LU BREA 中 山 5 
4 宮崎 県 尾 釣 酸性 岩 中 の 人 失 上 品 石 包 有 物 に つい て 2, 308K .... FR 保 
& 報 
会 費 値 上 の 件 , 本 年 度 の 事務 担当 者 , 会 費 納 入 の 件 , 会 員 動 静 , 投稿 規定 
mx Tl 紹介 
Graphic problems in petroleum geology. By L. W. LeRoy and J. W. 
Low. 
ph 
\ 鉄 物 学 及び 結 品 学 XPBRFRICLSZ AI 7 bHMoORE 外 3 件 
岩石 学 及 び 火 山 学 Teschenite と crinanite の 名 称 外 2 件 
金属 o& KR 学 Bolivia, Corocoro siAOPRRAGK X PR 外 2 件 
Gh HK 床 学 北東 部 Alberta, McMurray 層 中 の 現地 
油 並 びに 石油 の 成因 外 る 件 
参 : 考 科 学 地下 水 及び 地表 水中 の 放射 能 外 3 件 
AA # 
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SEBEL OR Le ie AER OB 年 500 円 と 値上げ し た い 件 に つい て 21 ARI 
い 合 せ し ま し た が , その 結果 は 次 の 通り で あり ます 。 
REARS 28%, 3% 
養成 者 792 名 97% 
この 様 に 多数 の 養成 者 を 得 た こと は 本 会 と し て 誠に 感謝 に た えな いと ころ で , ここ に 年 
500 円 (前 納 ) と 決定 し ます か ら よ ろ し く お 願 いし ます 。 沖 この 際 本 会 の 編集 その 他 に 束 
いて 種々 の 御 意 見 を よせ られ , こ ゝ に 席 意 を 表し ます 。 


本 年 度 の 事務 換 当 者 本 会 本 年 度 の 事務 担当 者 は 次 の 通り で あり ます か ら , 御用 件 の 
PES Pata BIA FS 
庶務 主任 TARA (RBKETSOL) 
SAE 千 藤 忠昌 (会 計 に 関す る こと ) 

図書 主任 BARRE (図書 に 関す る こと ) 


会 才 納 入 の 件 本 年 会 費 500 円 (前 納 ) を 本 会 (振替 仙台 S825 番 ) 宛 至 急 御 納め 下さ 
Wo 癌 会 費 を 多額 に 菩 納 し て いる 方 は 芋 に 直接 お 知ら せ し ま し た が , 至急 お 納め 下さ ら 
な いと , 会 誌 の 発送 が 停止 され ます か ら , 御 注 意 下 さい 。 


会 員 動 静 [新入 会 ] 佐藤 明 (岩手 県 九戸 郡 野田 村 新 鉱業 開発 芯 . 玉 . 野田 玉川 鉱業 所 ) 
渡辺 閉 一 ( 仙 合 市 南 材木 町 62), 藤田 勇雄 (岩手 県 岩手 郡 松尾 村 MERE 探査 
SR), 高野 幸雄 (東京 都 新宿 区 戸塚 1-508 BRT s—}), 中 谷 欲 一 (仙台 市 片平 丁 東 
北大 学 理 学部 地質 古生物 学 教諭 ), 鎌田 浩志 (他人 台 市 片平 丁 東 北大 学 理 学部 地質 古生物 学 
KB) o 

[転居 及び 転勤 ] 増 洋三 郎 (福島 県 南会津 郡田 島町 字 滝 の 原 住友 八 総 鉄 業 所 ), 中 川 進 
(北海 道 是 田 郡 京極 村 脇 方 日 鉄鉱 業 北 海道 鉱業 所 白 暗 察 ), 高沢 松 和 逸 ( 兵 庫 県 朝来 郡 生 野 町 
生野 鉱業 所 ) , 小 等 原 利男 (岩手 県 東 毅 井 郡 宝 根 村 大 森 ), EASA RRMPSR ES 1 の 
229), ARR (RBS POTS See SS), BPE (ALBEE AR 
37 A 1 帝国 石油 株 式 会 社 北海 道 出 張 所 ), «BAI WRE (AKER SBD RT + 鉛 山 鉛 
SkSEAT)» 平山 昭 ( 福 島 県 石城 郡 四倉 町 八 茸 日 鉄 鉄 業 八 茎 鉄山 ), ER (RRR 
軽 郡 西目屋 村 大 字 砂 子 浜 必 太 鉄 業 所 ), SREB (和歌 山県 RASA PASAY SER 
鉱業 所 ), (ROIS (神戸 市 昔 合 区 重 池 通 STA 14), Aa (広島 市 仁保 町 本 浦 古城 浜 ) 小 
島 丈 児 ( 広 島 市 西 観音 町 ITA 西 観 音 ア パー ト 1 の 24), 小野 三 千 雄 (東京 都 世 田谷 区 福 
師 谷 1 の 454), ACA (SRA THA 283), 番場 猛夫 (札幌 市 南 一 条 西 十 八 条 地質 調査 
所 北海 道 支所 ) , 鈴木 秀 幸 ( 東 京都 西多摩 郡 日 の 出 村 日 本 セメント 一 渓 寮 内 ). 


投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 
1. 論文 は 和文 と し , 原稿 用 紙 に 横 書 , 常用 漢字 を 用 い , 図 及 び 表 を 含め て 刷 上 り 108 
(9 ボイン ト 活 学 で ) 以 内 と する 。 
2. 図 は 白紙 又は 青色 印刷 の 方 眠 紙 に 野 又 は 黒色 イン ク で 大 きく 書き , 1/2 Rit 1/3 な 
EUCHARIST SIT SKI 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ け 少 くす 
る ES (Beak 3 頁 に 続く ) 
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Samarskite and garnet from Kasuya pegmatite mine in 
Ishikawa Town, Fukushima Prefecture. 


大 #& YW — (Keiichi Omori)* 
長谷 川 6 = (Shuzo Hasegawa)* 
横 山 中 (Kanae Yokoyama)* 


= K 

昭和 2945 の 夏 約 2 カ月 間 に 豆 つて , 石川 町 附近 の A729 1 } ORAL MOREE 
行 つ た 。 こ の 際 , 親 谷 鉄山 の 寺 内 か ら 放 射 能 の 強い 鉱物 を 控 集 する こと が 出来 , その 後 密 
内 実験 の 結果 , これ が サマ ルス カイ ト で ある こと が 分 つた の で , こ ・ ゝ に 簡単 に 報告 し ょ 
es 

親 谷 マグ マタ イト 鉱山 は 水 郡 線 野木 沢 駅 の 東方 直 距 離 約 1 粧 の , 丘陵 南 斜 面 に あり , 叉 
野木 沢 小学 校 か ら 南 に 通ずる 道路 の 東側 に ある の で , 交通 の 便 は 極め て 良い 。 ペ グマ タイ 
ト は 脈 状 を な し て , ASMA he 走り , IORI NSO°E, 傾斜 な NW45° で 
ある 。 HABA RAMA 29 年 5 月 10 日 か ら 開 発 に 着手 し , 7 月 12h db Hee BR, 
その 後 約 1 ヵ月 間 に , ERAS SOt, HEE 50t を 産 し た 。 

ペグ マタ イト の 上 下 両 上 毅 に は 鉄 雲母 に 富ん だ 部 分 が あり , これ に 伴 つ て BHA, 
A, CF ABE IETS (DLO 鉄 雲 母 帯 が 更に その 内 部 の BERG HL BES Sp 
の パー サイ ト 中 に , EX 8cm 大 の サマ ルス カイ ト が 放射 状 集 合体 を な し て 産 し , この 
— ERIC IAAI AMARA NCW? 

サマ ルス カイ ト 

本 鉱物 は 肉眼 的 に 漆黒 色 , 形 璃 光沢 を 呈 し , 断 口 は 中 殻 状 で , 表面 は 草 礼 色 に 変化 し , 
放射 能 は 極め て 強い 。 結 品 は C 軸 に 伸び た 柱状 乃至 板 状 で , 単 結 品 の 大 き な も の は 2.5x 
8cm で ある (第 1 図 )。(100) 及び (010) 卓 面 が 発達 し , (120), (201), (155), (101) 等 も 
訟 め ら れる 。 複 円 測 角 器 で 測 角 し た 1 例 を 第 1 表 に , 双 こ の 結晶 図 を 第 2 図 に 掲げ る 。 

次 に 本 鉱物 を 粉砕 し , 双 有 眼 顕微 鏡 下 で 精選 し た 試料 に つい て , LER Chee ZL, 
で G4。 =5.645 を 得 た 。 

顕微 鏡 下 で 本 錠 物 の 薄 片 を 観察 する に , RAT ARHEE , 屈折 率 は 高く , 叉 交 双 = コ 
ル 間 で 等 方 性 を 示す 。 結 品 の 表面 の 褐色 に 変化 し た 部 分 は 顕微 鏡 下 で , 緑 礼 色 を 量 し , 等 


* 東北 大 学 理学 部 岩 磯 教室 


ar 1 ge 
| = ow fi at 算 値 り 
面 指 数 面 の 大 さ xe 射 
2) p Pp p 
a (1C0) 大 Ss Bh YOY || Re a? | ee GF | ae Oy 
a’ (100) 素 ” =O. (Gah 289 sien 0 0 ? 
b (010) 中 " © © | Ss is 0 0 ei 
ib’ (010) | A | 7 181 10 | 91-53 | 180 0 ” 
h (120) | 小 ASG High %sy | SX) GP || AD BAO) a 
h’ (120) 小 ” -41 18 | 89 18 | -42 40 e 
x (201) 小 ’ 92 22 | 63 43 | 90 0 | 62 13 
e’ (191) | i” =9f 27 130.47) 1200) 0 a 42e30 
(155) 小 0 0 44 | 20 8 | 28 52 
FrECH So LOMA HI OM ABABA NTWOBo 


次 に , VERE URE LHR eC, (ORDA EGoOrR, TORR, Fees 
—TeEYRORY TV AR ARRMO DIOR re BEE i Feus, 特に Nb mic 
は He 7 VW A RETC RAE & 7 o 

分 析 の 結果 を 第 2 表 1) に 掲げ る 。 こ れ と 比較 の た め , 既に 発表 され た 石川 産 サ マル ス 


1) Palache et al ; Dana’s Systme of Mineralogy 1, 797, 1944 
2) 大 森 世 一, 長谷 川 修 三 > Ky 2, 268~274, 1955. 
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カイ ト と BINBODMBRERR 第 2 表 
(2) 及び (3) に 併記 し た り 。 こ の 結果 を 見 
Sk, 油谷 鉱山 産 の サマ ルス カイ ト は (2) 
の サマ ルス カイ ト よ り る も BLM <, 
U に 富み , (2) と (3) の ほ さ ぶさ 中 間 の 成分 に 
相当 し て いる 。 最近 サマ ルス カイ ト の 化 
EER Ce, Us Cache, Pb: 
Th) (Nb; La, Ti, Sn), O, BASH 
TWH” の で , 本 鉄山 の サマ ルス カイ ト 
る これ と 同様 に 計算 する と Assy Bs51 
Orz04 と な り , AB, Og と は な ら な い 。 = 
れ は 本 録 物 の 一 部 が 変化 し て いる こと に 
基 ず きも の で あろ う 。 Doelter®) は サマ 
ルス カイ ト を 2 価 元 素 の pyroniobate 及 
U pyrotantalate tf UVC 3 価 元 素 の or- 
thoniobate 及び orthotantalate ¢ fj 
WARL#A, Fania & LT R,”(Nb, Ta), 
ma 2 se O, > R,”’(Nb, Ta)». Og + (U 


era) =) 0)。 (Nb, Ta), O; BARAL 7, 
| a < 4 pee 
CAO, 1A GS) .25- |, 0:86 TERED AAD Nei 
MgO enh Wea 0,.25 1.07 分 を 検討 する と, R139 (Nb, 
FeO | 7.92 | 9.64 | 11.78 rere 
MnO | 0.42 0.84 0.40 Ta)ys0 Oase * R42(Nb, Ta) 
RO 0.54 0.61 0.87 142 568 * (UO),0 (Nb, Ta) zo 
Fe,O, | 2.82 | Aas 7 Ooqs E72, YES 2R”,(Nb, 
[Y]20, 12.61 
Cah 0.67 } See } 40 Ta), 0, -2R”’y (Nb, Ta), Og 
UO, 18.83 16.87 21.88 - (UO), (Nb, Ta), OQ, MIE 
Sie ON eae 2 ご 0 
Sn OS O34 0.73 1.20 i case 
CO な 06 0.10 0. 
Nb,O; 36.53 | 41.11 | 36.80 & @ 石 
Si 0.3¢ bul s oe 
ee | し て , MIO 結晶 が 産出 し 
EUR } 0.85 } 0.89 RRO A 
H,O(—) 0.11 | <o 表面 は RRA EL, LM 
な っ つて いる の 0a 
Total 99.69 | 99.96 | 99.66 oR AN EE 
粉末 に し て HCI+H,O, で 洗 
c | 5.649] 5.50 6.4 52, WA 薄 紅 色 と な る 。 
(1) 夏 川 町 閑谷 銚 山 産 サ マル スカ イト (長谷 川 分 析 ) この 精選 試料 を 比重 拍 で 測定 
の 3 VR, . es, 210 
ee CE Ce, ee し た 結果 , 比重 は Gao = 4.249 


郎 , 1922 年 ) (3) 石川 産 石川 石 (同上) 


1) 柴田 雄 次 , 木村 健二 郎 ; BAG, 2, 230~232, 1929. 
2) Palache et al ; Dana’s System of Min. 1, 797-800, 1944. 
3) Doelter, C. ; Handbuch der Mineralchemie 3, 259, 1918 
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CA XG, 
TAGS PE CRASS ES RL, GEMAD ENR Wo 
比重 を 測定 し た 試料 に つい て , 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 3 表 (1) の 如く で ある 。 
= ORAS 化 党 式 を 求め 


FT ae RRR ORR TS PC A A Ee Wie hes WG C000 


(*) (2) A ut \ yi 
zi 2.89 (Aly 96 Fe”’o.10\>.06 523.01 
iG, “18 “OTT ‘a re 
Al,Os 20.11 20.73 st R,” Rs” OE 
Fe,0, 1.56 2.21 2 
FeO 23.50 24.89 Ns 
MnG 17.51 14.28 oe ae INR 
MeO 6 0.97 Be’ FEA 2% 
Gal 0.52 0.81 U Be" RRL BS UOlF 
Na.O == 0.11 BE, WOR ¢ PLE PK 
K,O 0.03 oe 2 
: と 尚 一 層 良 く 一 致す る 様 に な 
H,0(+) 0.21 0.19 i | 
OCs ell 0.25 0.32 2o 
Total = 100.18 neat 100.55 i Atomic pror. 
wes SC 3.01 -- 3.01 
3 2 4.23 
Seats CHE tal 4. ae Ae i or an CO 1.95 tre \ 2.00 
Mr 3 
(1) BIRD HASRUMe rae (長谷 川 分 析 ) OR 0.10) te 
(a) IATA ANIA (IRA. TH Sa he 1.62 er 
zefl ee ) MO 123) | 2.94 
の 3.04 


aa i AY (Sr) setae see ev ee 41.6 
DREFRRAAG (Gr) vereeeeeees 1.4 


と な り , RAMA CHE AHORDD SO CHS 

ae ‘9 oe b 河野 義 礼 博士 は 石川 長久 保 ペ グマ タ BA (85332 2) の 
端 成分 混 比 と し て REG 60.55Mol%, jig PHB 33.88%, RBG 3.41%, 
KREG 2.16% を Bb he, CS UMA HBS EAR HB Kk DS MnO に 
BA, FeO RU CaO ie > BL DA 4 ices 
れ て いる こと か ら 明 か な 様 に 。 ペグ マタ イト の 初期 の Mn に 比較 的 富ん だ 藻 液 か ら 品 出 
Rene : に 基 ず くも の で あろ う 。 この 鉄 物 の 相 坪 関係 に つい て は 別 の 機会 に 述べ る 予定 
CHSEo 


こ 7 ァ 研究 に 用 いた 費用 の 一 部 は 文部省 科 学研 究 費 に 依る も の で ある こと を 記し , Is 
Ve Th a Ve WL CAS を 表す る 。 
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EIRGE, YUSEAL ; SAK 20, 210~223, 1938. 
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Mechanical analysis of the sandstones of 
the Shinjo group. (II) 


(The Masugata and Kawaguchi areas in the western 


margin of the Shinjo basin.) 


加 藤 © 雄 (Iwao Kato)* 
fy #8 iE 4 (Masahiro Abe)* 


Abstract : Statistical studies of the clastic sediments of the Shinjo 
group have been carried out under the same mechanical treatment as 
in the previous work. In this paper the Masugata and Kawaguchi areas are 
used as the test areas for investigating the characteristics and the variations 
of the sediments. 

Four types are recognized as the result of the mechanical analysis 
(median diameter, coefficient of sorting, standard deviation, skewness, and 
kurtosis). The types Ma and Mb in the Masugata area are practically 
correlated with the Mitsumori-Sakegawa-Yamuke and Shimizu-Izumikawa 
formations, and the types Ka and Kb in the Kawaguchi area with the 
Sakegawa-Yamuke and Shimizu-Izumikawa formations respectively. 

At least it is possible to be recognized that the marker bed K, between 
the Yamuke and the Shimizu is found to be the clear indicator in the 
vertical differentiation also in these areas as shown in the previous 
discussion. 


1 操作 の 概要 
新庄 盆地 長沢 地区 (小国 川治 い ) に 発達 する 砂岩 相 の 粒度 分 析 結 果 に つい て は FEU 
42) し た が , SRN ¢ 川口 両 地 区 (井形 川 及 び 鮭 川治 い ) を 西 緑 部 の 標 式 地 と し て 選 
び , これ ら に つい て 検討 し 特に 東西 両 村 に 於 ける 地域 性 の 問題 を 考慮 し て その 関係 を 比 
較 考 察し て みた 。 
Sampling 試料 調整 及び 粒度 分 析 操 作 は 東 縁 長沢 地区 と 同様 に 行い , 各 試 料 の 
weight per cent より 累積 曲線 を 対数 グラ フ 上 に 画 き さき, この 図 か ら median diameter, 


coefficient of sorting, skewness を 計算 し た 。 又 histogram を 作り , 更に dispersion 


を 明か に する 導 に standard deviation と skewness を も 計算 し た 。 
sampling (COV TILA HK CL ATER BAO 鉄道 線路 治 い に 井形 川 の 河 ノ ロロ に 到 
る 間 の 赴 頭 に 於 て 多く の sampling を し た 。 


* 東 北大 学 理 学部 岩 一 教 窒 
* 1) 加藤 毅雄 , 阿部 正宏 ; SHE, 39, 204~215, 1955. 
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用 百 地 区 に つい て は 泉田 川 の 叶 口 西方 より 向 松坂 迄 の BMH CHO sampling を 
Lito 向 松 坂 西方 の 三 盛 層 に つい て は sampling が 不 完全 な の で 鮭川 層 迄 に と くめ て 下 
位 の 砂岩 に つい て は 後日 報告 する 予定 で いる 。 泉川 層 の 標 式 填 頭 で ある 泉川 附近 に つい 
て る sampling を 行い 粒度 分 析 を 試み た が 上 位 層 と の 関係 が 不 充 分 で ある の で 今回 は 答 
略 し て 叶 品 より 向 松坂 に た 双 る 間 に つ いて 行 つ た 結果 に つい て 論じ た 。 


if tht 結果 

粒度 分 析 は 節分 法 に よ つ て 行 つ た 。 その 結果 は 第 Mize al (井形 地区 ) 及び b (1) AHR) 
に 示す 通り で ある 。 

(1) Grain size grain size ERE 線 を 対数 グラ フ 上 に 画 き ,509%6 の 点 “median 
diameter’? に つい て 比較 検討 し た 。 長 沢地 区 , FAB e IHR OD 3 V— plc CHM 
全 試 料 の median diameter の 累積 曲線 を 作 つ た (第 1 図 )。 こ の 結果 3 ルー ト が 殆 ん ど 
近似 し た 曲線 で ある が , FBR, 0.2mm~0.3mM の 間 で は 変 移 点 は 認め らち ら れず, こ 


gh Ie Se 粒度 
a Fy Fe th K 


Gravel Very Coarse | Medium Fine Very fine] Silt 

& coarse & 

Loc. | granule sand sand sand | sand sand clav 

| 8~ 14~ 28~ 48~ i100~ <200 

NN 14mesh| 28mesh| 48mesh | 100mesh | 200mesh mesh 

1 | 性 42.2 37.0 14.4 3.8 1.4 
2 4.3 41.4 39.0 10.4 3.4 1:5 
3 1.8 25.8 93.2 13.0 4.2 2.0 
4) 4.1 34.2 33.5 18.0 UE 3.0 
5 1.6 8.0 10.1 31.0 42.0 6.1 Is2 
6 Le, FEO) PATO) 46.4 15.0 Qe e2 
7 0.4 5.6 23.2 44.0 22.0 3.4 1.4 
8 | 1.0 34.8 DS. T1922 12.0 3:2 2.6 
9 2.5 28.4 30.0 26.2 9.8 1.6 5 
10 | 10) 2 49.8 28.4 | 7.0 1.6 
11 0.4 4.2 40.0 46.4 6.0 3.0 
12 | 6.0 24.0 51.0 15.2 3.0 0.8 
13 0.8 9.4 20.8 51.2 13.0 3.0 1.8 
14 0.2 13.2 12.8 44.8 23.0 3.6 2.4 
15 72 19.6 55.2 15.4 22, 0.4 
16 2.4 30.2 50.6 11.4 3.4 2.0 
17 0.2 2 8 11.0 46.4 30.6 7.0 2.0 
18 < 1.4 19.6 53.2 20.2 3.6 2.0 
19 1.6 ese, TO 33.0 36.0 8.1 3.1 
20 : 2 2 1.4 36.1 43.9 13.2 3.2 
21 V2 6.0 21.2 47.8 19.8 2.6 1.4 
22 3.0 8.9 34.0 47.2 5.6 22 
23 M0) 16.0 51.0 24.0 4.0 2.0 
24 1.0 6.0 DOr) 37.2 29.6 4.0 2:0 
25 1.2 10.0 52.0 33.2 2.6 1.0 
96 0.4 0.8 62.2 S286) 2.6 1.4 
27 6.8 11.4 40.2 32.6 5.8 3.2 
28 5.4 8.2 12 61.6 12.4 1.2 
29 0.6 2.8 30.0, 58.0 7.0 1.6 
30 3.5 17.3 40.8 32.3 4.7 0.9 


トト で は 明か に BEADED 
i 人 れる 。 Tyler standard 
screen の 48mesh (0.295m 
m) & 28mesh (0.589mm) 
で 名 粒度 を 区 分 し , coarse 
grain sand, medium grain 
sand, fine grain sand の 3 
つ に 分 け て 各々 の 組成 比 を 
"三角 座標 で 比較 し た (第 2 
図 )。 第 2 図 (a) Selig 
沢地 区 の も の で 先 に 指 


re BRIS Stype ic ees #628 (b), 


Cumulative per cent of eA. wor 
of samples SUN Ee 


Median diameter 


(C) は 夫々 西 緑井 形 地区 と 川口 地区 の る も De, 


2 分 AT x 
= b 
se Gravel Very Coarse 
= & coarse 
fe Loc. | sranule | “<sand sand 
a >8mesh | Saag 14~ 
4 14mesh | 28mesh 
i 6-2 1.4 ‘ 6.5 1.4 
2 ; 1.0 9 : 9.6 ee 
> 1.0 120) : : 10.4 1.8 
4 1.0 10.2 3: ; 10.4 YOM 
5 0.2 16.0 : : 6.2 1 
6 0.1 12.8 i 5.7 at 
if De, 13.0 ; ; 3.8 ee ae 
8} 1.0 12.0 | ; 4.0 IA 
9 (Eo 17.8 : : 5.0 ee 
256 48 é les} r PAAG) 
0.1 6.8 14.2 8.4 8.8 Oras 
0.2 る Ar? 10.4 0.0 3.0) 
0.2 14.6 28.0 33.6 2.4 2s 
0.8 20 8.6 14.6 Dik 
1.4 6.2 29.8 34.0 2.8 1.4 
1.0 6.0 30.0 34.0 3.0 1.4 
0.6 7.8 S82 34.0 4.2 dG ay 
0.7 Les, 356 16:8 1:69 
0.2 52; 30.0 : 3.4 yey 
0.2 5.0 30.6 4.0 I 94 
1.0 a0) By) 6 
| 1.0 9.0 7.0 PO 
1 DA 22.0 3.8 1.6. 
0.2 7.8 38.8 7.4 1,8° 
0.4 1.6 Or 0 2.0 
0.6 L.2 23.0 2.6 
0.4 11.4 2072 S72 
0.2 5.0 15.6 5.0) 1.4 
0.4 4.4 16.4 5.4 1.6 
0.2 2.0 6.0 6.0 2.4 
0.2 Din 7.0 6.0 24 
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(a) に 比較 し て 点 の 集中 が 分 散 し て お り 何れ も 2 つの type に 区 分 出来 る が (a) SAME 
で な 


M . FM FM F 
Ce coarser than 28 mesh M....- 2€-i8 mesh F..--... Hage than 48 mesh’ 


井形 地区 (井形 川治 い ) の 地質 断面 上 で 三 盛 層 か ら 上 方 に sampling し た 秘 岸 に つい 
て その と 垂直 的 変化 を みる た め に 各地 層 の 標 式 30 箇 所 に つい て 考察 すれ ば , FRA ERE 
よる 変化 は 認め らち ら れず, 1~7 と 8~30 の 間 に 1 つの 変化 が 認め られ る に すぎ な い が , 下 
位 の 個体 数 が 少 い の で この 点 で 区 分 する こと は ABRNCRAZRNBHADC この 点 の 吟 
味 は 後日 に 譲る こと に する 。 

JAHRE (鮭川 治 い ) の 地質 断面 上 で 鮭川 層 か ら 上 方 に sampling Lz: Baelc OWT, 
各地 層 の 標 式 31 筐 所 に つて 考察 する と , 井形 地区 同様 に 殆 ん ど 大 き な 変 化 ほ 認め られ な 
Ws, 1~24 と 25~31 の 間 に 変 多 点 が 僅か に 認め られ る が 上 位 層 の samping MAA 
で あぁ ある の で 今回 は この 点 の 吟味 も 和 省略 する (quartile measune に 関す る 表 は 和 省略 し た )。 

(2) Standard deviation と quartile deviation 韻 形 地区 で は standard 
deviation, quartile deviation の 両方 と も 1~18 と 19~30 の 問 に 変 移 点 が 認め られ 
る 。 一 部 grain size 同様 に 7 と 8 の 間 に も 僅か に 論 移 点 が 認め られ る が 下位 層 の 試料 
STRWOOCRET So 有川 日 地区 は 両方 と も に ユ ~14 と 15~31 ORR 変 移 点 が 認め られ 
る ( 表 は 省略 する )。 | 

(3) Skewness と kurtosis FH 30 箇所 の 試料 か ら は 1~18 と 19-39 の 
2 っ つ に 区 分 され る 。 1~18 は point 5 と 15" の 2 つ 以 外 は 全部 が 正 の skewness を 示し 
THEORET 19~30 は ERRRICEL 統一 ざさ ざれ て いな い 。 JI AMK Cl 1~14, 
15~24, 25~31 の 3type に 区 分 され , 特に 15~24 は 全部 が 正 の skewness を 未 し 
て いる 。25~31 も 1 つの 傾向 を 示し て いる が 上 位 層 の 試料 数 が 少 い の で 明確 に 区 分 す 
る こと は 保留 し て お く ( 表 は 和 省略 する )。 

(4) 分 泊 結 果 の 線 括 以上 3 つの 主 な 項目 を MALT 三 感 層 よ ょ より 泉川 層 迄 の 上 下 の 
sample yox@l C 分 株 し た 結果 を 地層 区 分 に は 無 閣 係 に 分 類 し て みる と , 井形 地区 で は 
1~18 と 19~30 に 区 分 可能 で あり 一 部 ユー18 OFAC, 1~7 と 8~18 を 境 と し て 区 
分 出来 る が 試料 数 が 少 い の で 今回 は この 点 の 区 分 は 後日 に 護り 2 区 分 する こと に し た 。 
JI HOR Clk 1~14, 15~24, 25~31 の 3 区 分 が 一 店 可能 で ある が 25~31 は 上 位 層 の 
試料 数 が 少 い の で 今回 は 保留 し て 1~14 と 15~31 の 2 区 分 と する こと と し た 。 土 形 地 


区 下部 と 川 品 地区 上 部 の 細部 の 吟味 は 後日 に 譲り 保 留 し て お く 。 


yr 
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Til RHR RODS lew : 

西 縁 部 孝 形 地区 を Ma, Mp OL Fic, JAHRE Ka, Kp に 2 区 分 し , VKBSR 
地区 は ANC KA CHS K, 鍵 層 を 境 と し て Na, Np に 2 区 分 し , この 6 type に つい 
て grain size (median diameter) } coefficient of sorting を それ ぞ れ 比較 じじ だ 9 Ft 
づ median diameter に 関し 各々 の type に つい て BRE Hike aN & 第 3 図 の 如く な 
So 東湖 長沢 地区 は 先 に 報告 し た 4 type に 明瞭 に 区 分 出来 た が K, 層 を 境 と し た 2 区 分 
で は median diameter に よる 明瞭 な 区 分 は 現われ な い 。 46% は 区 分 で きる が 残り の 
60% は 拓 似 し た 曲線 を 示し て いる 。 し か る に 草 形 地区 は 遥か に median diameter の 

ADD bm EMEA Tie £0 MV ME ART o 川戸 地区 は 長沢 地区 同様 に median 
diameter Jc L SRAMIWHCHS. coctficient of sorting の 泉 積 曲線 は 第 “ 図 に 示す 
如く な る 。 こ の 場合 長沢 地区 は 上 下 の 区 別 明 瞳 で 下位 層 が 非常 に 良い sorting ERT, 


第 3 8 
Comparison of the graiu size 
of sandstone 


第 4 図 
Comparison of the sorting 
coefficients of sandstone 
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Median diameter Ccefficient of sorting 


median diameter で 区 別 の 認め ちら れ た 井形 地区 は 却 つ て sorting で は KARAM CH 
り , 川戸 地区 は 衣 沢 地区 同様 に 上 下 の 区 分 が 可能 で あり 30% は 両者 区 別 出来 な い が 7 
% に は 明か に 上 部 が sorting 良好 で ある 。 

次 に 東西 両 縁 地区 別に 垂直 的 変化 を median diameter, 
standard deviation, skewness の 419 5 VCO CHER NIEKMOM. BEANS 

1) 「 東 縁 部 長沢 地区 は 1~56 と 37~50 を 境 と し て 大 きい 変化 が 認め ちら れる 。 

2) 西 縁 部 井形 地区 は 長沢 地区 の 様 に すべ て 明 瞳 で は な い が 線 合 的 に 1~:8 と 19~ 
30 の 点 を 境 と し て 2 大 別 出来 る 。 !~18 の Ma type は skewness が No. 5, No. 15 
の 2 箇所 を 除け ば すべ て 正 の skewness を 示し て いる 特徴 が 認め られ る 。 

3) Pama) A HBR ie ユ 1~14, 15~24, 26~31 に 3 区 分 され る が 上 位 層 の sampling が 
不 完 会 で あぁ る の で 一 応 了 ユマ 14 と 15~31 の 2 区 分 よ と し た 。 15~24 の skewness "ぱす 
NCE の skemness を 示し て いる ら 6 

4) 東 縁 部 は 36 と 37 の 間 で 全 項 目 で 大 きい 変 移 点 が 認め られ る が , 
は この 様 に 大 きく 明瞭 な 変 移 点 は 認め ちら れ な い 。 

ASLO 堆積 物 の 動 的 過程 を 考え る 意味 か ら 砂 岩 の 機械 的 営 力 と 運動 の 関係 を 出し た い 


coefficierit of sorting, 
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L #2 RAMBO WKFIO median diameter と coefficient of sorting MBA % Lest 
Lito FIBEBSK& aR AMIS 5M (a), (b), (c) に 示す 如く に な る 。 5 図 (a) Rate 
沢地 区 の も の で 相関 関係 は 3 ルー ト 中 最も 明 花 に 事 は れ て いる 。 S$ 図 (b) は 西 縁 部 井形 地 
区 で 最も 相関 関係 が な く , 5 図 (c) は 西 線 部 川口 地区 で 長沢 地区 井形 地区 の 中 間 の 相関 民 
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Scatter diagram 
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Coefficient of sorting 


係 を 有 し て いる 。 CON Ch DA SIC RPG MRO BIAS RRO A AS & 1 BARS 7%: AEBS 
関係 を 有 有 し, 区 分 対称 る 容易 で あり 変化 に 富ん だ 砂 相 を 示し て いる が , 西 縁 部 は AABEES 
係 も 小さ きく な り 区 分 対称 が 不明 瞭 に な つて お り 砂 相 の 上 下 の 変 化 は 東 縁 部 に 比べ て 非常 
VASAABR IS RO TSO 


IV o.TtiRL SHRED t OB 

ie AM Rie) SUPA IC BL CMR DE. 下位 より 三 盛 , 鮭川 清水, 泉川 , Ft 
WSL BET SZicOn TEMBER RBHL COS BHO PRRs Bt LC 行わ 
AAS KD LL DRIES SILER L, 下位 より 三 盛 , ee, JU. 
清水 , RIECK RASNS, 然し な が ら REMRO ONO -HOMRHO SH > Be 
の 変化 は 著しく , HARA STERIC Bin CWS AMHR St BOIS 
岩 相 の 追跡 が 出来 な い が , 井形 e 川 品 地 区 の PAA HEINE IC HEM S/o 清水 両 層 
の 境界 に 発達 する 鍵 層 (KK』) は 田 ロ 一 雄 ) に よっ て 急 地 西南 縁 部 を 南方 に 道 跡 され た が ; 
BUC PERRET SO LICL Y 長沢 地区 の 八 向 * 清水 両 層 の 境界 と 一 致す る こと が 
わか り 一 雇 東 西 両 縁 の 関係 が 関連 づけ られ な た 。 

井形 地区 の 分 析 結 果 は grain size, coefficient of sorting, staridard deviation, 
skewness, kurtosis の 縮合 に よ つ て 一 応 Ma, Mb の 2 type に 区 分 する こと は 既に 述 
べた が , Ma type は 地層 区 分 上 か ら は 三 盛 層 , 鮭川 層 , 八 向 層 の 3 層 の 砂岩 が 相当 する 
も の で あり , Mb は 清水 層 及 び 系 川 層 の 一 部 に 相当 し 清水 層 下 限 を 以 て 上 下 の 2 tvpe に 
区 分 され た 。 

川口 地区 は Ka, Kb の 2type に 区 分 し た が Ka type は 鮭川 層 , 八 向 層 に 相当 
し , Kb type は 清水 層 及 び 泉 川 層 の 一 部 に 相当 し 井形 地区 同様 に 八 向 層 以 下 と 清水 層 以 
Et @ 2 type に 区 分 され る 5 


a 


1) BAKE ; 山形 県 新庄 盆地 南部 の 油田 調査 報告 (PEAC 報告 ), 1950. 
HORE ; SEARO, 日本 地質 学会 東北 支部 12 月 例会 議 演 , 1951. 
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砂岩 相 の 上 下 の 変 化 は 東 縁 部 は 一 番 変 化 が 著しく 層 厚 は 西 緑 に 比べ で 各層 何れ も が 可 
| 成り 薄く な っ て いる の に 反し て 岩 相 変化 が 著しい 為 に sampling HY MYRIL, 一 
| 応 50 箇 所 を 選定 し た が , 西 縁 の 井形 地区 は 層 厚 が 可 成 厚く な りな が ら 亜 炭 層 近く の 堆 積 
輪 加 の ある 附近 を 除け ば 東 縁 に 比べ て 可 成 り 変化 の 少 い 岩 相 を 示し て いる の で , 308 
の 選定 と な つた 。 有川 吾 地区 は 井形 地区 より は 岩 相 変化 に 富み 鮭川 層 以 上 で は ある が ZI 
所 が 選定 され る 結果 と な つた ss これ ら の 分 析 結 果 か ら 地 区 別 の ルー} 基 自身 の 上 下 の 関 
係 は 一 雇 比 較 検 詩 さ れ た が , 地区 別 の 比較 は 現在 の 段 陰 で は 上 述 の 程度 に 止め て 今後 詳 
細 な 吟味 を 加え 委 地 内 の 他 地 域 に つい て る も 検討 を 加え た 上 で 批判 し た い 。 

SCL SHE CORMIK LOTMA AMK I Lik SH RAMORRME ODE 
Fed» 5 AEA) RR Fs Ae CIS Bi al 28 72 / Be TK BOSE (K,) S38L L CREEKS 
HOOPS 上 下位 に 区 分 され , その 環境 の 相 異 が 見 出さ れ た が 、 更 に 今回 の 西 緑 
部 井形 川口 地区 に 於 て る 本 合 海 附近 南 方 より 道 跡 さ れる 鍵 層 (Ky) を 境 と し て 上 下 に 2 分 
RR 

LO BRL BHR RCH CL ke 環境 の 変遷 (運動 ) と し て 注目 すべ き 点 で あ 
る と 選 は れる 。 野外 調査 で 鍵 層 と し て 取上げ た 八 向 層 ee 清水 層 の 境界 の も つ 地 質 学 的 意 
tk, 即ち 新庄 層 群 の 形成 運動 に 興 へ た 役割 は 一 応 野 外観 察 上 か ら る も 予想 され て いる が , 
これ に つい て の 裏付け に つい て は 分 析 結 果 が 欠 地 東西 両 線 の 3 ルー ト に 過ぎ ず 今 後 他 ル ー 
ト の 分 析 結 果 の 比較 検討 が 必要 で ある の で 詳細 な 吟味 は 後日 に 護る 。 


Von 約 ; 

新庄 和 盆 地 東 縁 部 小国 川治 岸 の 砂岩 粒度 分 析 に つ ゞ いて 西 縁 部 井形 地区 , J Bt KO2r 
ー ト の 頑 亜 炭 層 群 に 含ま れる 砂 の 垂直 方 向 の sampling を 行い , HU 30 筐 所 , Jia 
地区 31 箇 所 に つい て の 粒度 分 析 を 行い 次 の 様 な 結果 を 得 た 。 

(1) Median diameter, coefficient of sorting, standard deviation, skewness. 
kurtosis の 線 合 的 結果 か ら Ma, Mb (井形 地区 ), Ka, Kb( 川 亜 地 区 ), の を type に 分 
ける こと が 出来 た 。 

(2) 草 形 地区 の Ma, Mb type を 比較 すれ ば 下位 (Ma) は 砂粒 が 荒い が 均一 性 に 和 富み, 
環境 の 変 移 に 逐 し い が 上 位 (Mb) は 故 粒 は 細い が 環境 の 変化 が 著しい 均質 性 に 欠け た 砂 相 


< rt 


CO 
(3) 川 百 地区 の Ka, Kb type を 比較 すれ ば 下位 (Ka) と 上 位 (Kb) の 砂粒 の 変化 な 
認め られ な い が Kb が 環境 の 変化 が 乏しく 均質 性 を 有する %。 か 


(4) 束 縁 部 長沢 地区 は 鍵 層 (KK』) CE PLO HERERO BED CIENTS ds, 
西 縁 部 井形 川口 地区 に 於 いて も Ma, Mb type の 境界 , Ka, Kb type の 境界 が 何れ も 
鍵 層 (KK』) 相当 層 の 点 が その 変 移 点 と し て 認め られ た 。 で 

(5) _ 東西 両 線 を 比較 し た 場合 東 縁 部 は 上 下 の 岩 相 の 変化 が 著しく median diameter : ¥ 
と coefficient of sorting の 相関 関係 が 明暗 で あぁ る が , 西 縁 部 は 変化 が 少く 東 縁 部 に 比 if 
べ て 均質 性 が あり 相 國 関係 も 不明 瞭 に な る 傾向 を 示す 。 

MPA COV CE 以上 の 様 な 結果 が 得 ら れ 一 応 東 縁 部 と も 比較 し て みた が , Bob 
ABR ISO VW CHEAT EO 堆積 環境 と 委 地 の 形 成 運 動 の 相互 関 係 が どの よう に 関係 う 
けら れる か 引続き 検討 と 考察 を 進め て 行き た い 。 

本 研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よっ つた こと を 明記 し て 謝意 を 表す る 。 
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SHRPOR ERR Mme OY T 
Skeletal crystals of sphalerite in chalcopyrite. 


7A ¥%& «= (Asahiko Sugaki)* 
代  & — (Chuichi Tashiro)* 


JAI sae 


A 
#K 高 BR (Takaaki Hayashi)** 
Abstract: Under the microsccpe, skeletal crystals of sphalerite are 


found in chalcopyrite from the Kawayama, Oya, Ashio and Laira mines. 
They are belived as due to exsclution of a solid solution. The writers 
have made thermal studies on skeletal crystals of sphalerite. No change of 
skeletal crystals of sphalerite in chalcopyrite is found at 4C0°C for 24 lours.’ 
At temperatures frcm 425°C to 450°C for 24 hours, the skeletal crystals ere 
absorbed partly by chalcopyrite, and disappear ccmfpletcly at 4&0°C for 
48 hours (Oya), at 500°C for 24 hours (Kawayama), at 5C6°C for 48 hcurs 
(Daira) and at 515°C for 24 hours (Ashio). The solid soluticns of 
chalcopyrite and sphalerite, obtained by heating at temperatures frcm 
475°C to 530°C, show slightly the unmixing prccess at various ccnstant 
temperatures from 200°C to 400°C ior 24 hours. The sphkalerite, then, 
appears in fine worm-like, drop-shaped or skeletal crystals. 


ZAM さき 

RTRSY CH BAGK & PUES LILA D SHAMRME BIS. ここ で 述べ る BH 
SRP OWE hh > CO 1 つ で , これ は 主として 高温 性 鉄 床 産 の 黄銅 鉄 中 に 見 出さ れ , 
本 邦 に お いて る 日 立 , 神岡 等 を は じ め 多 く の 高温 性 鉱床 より の 報告 あり, また その 
RimO MARCEL CHF Cle H. Borchert や 中 野 長 俊 等 の 熱 実験 的 な 研究 や が あぁ る 。 
それ に よれ ば 本 峡 唱 は 回 流体 の 離 流産 物 で ある と 考え られ る 。 CORK 黄銅 鉱 中 の 際 』 
PEL OW CLL VS MUEA, 殆 ん ど 間 題 の 会 地 が 残さ れ て いな い 様 な 現状 で 
ある に る も 折ら ず , こ ゝ に 再び この 種 の 共生 体 を 取り 上 げ て 論じ る の は 次 の 問題 が 生じ て 
来 た か ら で あ る 。 即ち ; 

1) 最近 筆者 の 一 人 T. Bick) 第 三 紀 渡 成 低温 然 脈 と 考え られ て いる 秋田 県 太良 人 
| (PERSIA ALC BREINER LS 21, その 結果 従来 の 高温 性 離 溶 産物 の 他 に 低 
温 離 溶性 また は 交代 性 湯 品 の 存在 推定 され る 一 方 , 逆 に 上 記 の 喜 品 が 従来 の 考え の 如 
く 高 温 性 産物 で あれ ば 太良 鉄 床 の 少く と る も 一 部 は 江 成 高温 の 状態 を 考え ね ば な ら ず , そ 


の 認識 は 東北 地方 第 王 紀 熱 水 鉄 床 の 生 成 条 件 を 推定 する 上 に 重要 で ある 。 


* RALAS HR SaaS 

ee A Re Bg BR 

1) M. Watanabe and W. R. Lamdwehr, Jour. Geol. Soc. Japan, 30, 13~16, 
1923; YEWOwRES - HBA, SHE, 7, 274~276, 1923. 

2) Hl. Borchert, Chemie der Erde, 9, 156~157, 19384: 中 野 長 俊 , AE. 18, 
159~172, 1937; 薩 木 洲 彦 ・ 山 江 徳 載 , 地質 雑誌 , 58, 247~248 1952. 


a Ga 1G 


2) HESAk— BIA GKREPASE-E & PSE LE EBBO LA A. S.) 12 O04 RRR MAREK 

DECLOCH 2) 変化 する 事実 を 見 出し , この 様 な 離 深 共 生 を 地質 温度 計 と し て 利用 
POCREAMCES Lo この 様 な 人 危 慢 は 他 の 種類 の 離 落 共 生 例 えば LSU PURE SN OR 
TESICOW CORREA SN, 低温 性 存在 の WHE SY, この 点 地 質 温度 計 の 立場 か 

) ら 吟 味 を 要する 。 

以上 の 様 な こと か ら 筆 者 等 は ARF DEE SASK O PYRE SS CRE GRIT OV CHC HRI 
察 を すゝ め て みる 必要 に せま られ , BROAS UAL, 兵庫 県 大 屋 , GRAB, 秋 
FARRAR D 4 録 山 産 黄銅 負 に つい て 如 熱 実験 を 行ない , その 生成 温度 を 推定 し て みな た 。 


; HHO ER 
PULSE SAAS. 当 鉱 床 * LEK, — ABE OE _LMAEIC IG 5 Bl FEE ae 
(IED BB PUKSAPR C, ERGGRGK, 黄銅 鉄 , GREGHEGD OK, WERLGROK, ICHETG, HEGEL へ 
7 ia, HA, BEE, 石英 , 方 解 石 等 を 産 す る 。 実験 に 供し た Bees 96m 地 
— BREODONC, RRB, GEE, 陽 起 石 等 と 第 接 に 組合 い , RNR 
で 上 記 SMe FCB ARAB EESIS. COME 3~10uK, APR, 
mei. 樹 枝 状 , SRECSL, GPESHAAKCRMANLBRO ORLA 
足尾 鉱山 尊 黄銅 旬 実験 に 余 し た 試料 は 銀 盛 鋼 産 や の も の で ある 。 これ は 足尾 石英 粗 
Elza PROALPE EDC & SOO WK Cs 黄銅 鉄 , GEEGHBSASKS += LL, CHICMRALERSK, REPRBESK, 
RRS, DAA, RHARUGKH, ARAMA LE A> RN BOSE CHG Hix 
NBRDFAB AE, DR RRUEBROBMRAER, 自 形 , EBC PIERRE UR 
鉄鉱 等 と 共に 多数 の 関 亜鉛 倫 酸 品 が み ら れ る 。 この 均 品 と 多く は 規則 正しい 必 状 (第 1 図 
A.B, 428 B), tB7 42, —MARRAI IMD) を な す 。 そ の 大 き さ る 2 へ ~8k 内 外 。 
KE (B® DwWERE ABR Ae Bw ¢ eRe Khe phe LL KEE 
ROP & Zeiz arite, k= 7 7 VG, PERK, BPSK, 硫 破 鉄鉱 , PARERS Ok, WORSE, 
VAIS, 硫 鉄 テツ ケル 録 等 を 産 す る 。 反 射 顕 徴 鏡 下 で 黄銅 鉄 中 に 塊状 の 磁 硫 鉄鉱 , BG 
HESS, 硫 克 鉄 録 等 と 共に BROMLEY ANS Bimli 2 へ Cz 大 , BREE 
tL, 一 部 滴 状 , 樹 枝 状 を 呈す る 。 尚 本 実験 に 供し た 試料 は 中野 長 俊博 士 の 採集 され た 
も の で ある 。 
ARUDWER HM 実験 の 試料 *) は 14 号 鋼 よ り 探 集 し た る の で ある 。 KH UHH=aRE 


A Sugaki, Sci. Rept, Tohoku Un Ser.3, 5; 118~128, 1955; EAS 

彦 ・ 山 江 徳 載 , EWE, 34, 29~39, 76~87, 1950. 

2) DBR XA, : 地 質 雑 誌 , 56, 1~6, 1950; ha, 地質 雑誌 , 57, 325, 
1951; ABHZ, 地質 雑誌 , 56, 247~248, 1950; WH . ABIL, 鉱山 地質 
2, 17~19, 1951; Boe, BALA WEA, 1951. 

3) 田代 忠一 , KALA BH 1953; 山 江 徳 載 , BHF, 39, 21~30, 1955. 

4) ARE, BAGLESS EE, 25, 1999; PRB, HE, 9, 230-~266. 1903; 11, 
236~240, 1934; 中 本 明 , 地質 雑誌 , 40, 302, 1933; APR, HAE, 14, 5o~ 
7i, 1083~108, 1935, 15, 124~134, 1936. 

5) 実験 に 供し た 試料 の 一 部 は , 古河 鉱業 太良 鉱山 BBWRR LY 県 贈ら れ た る も の 
で ある 。 ES BBERT So 

6) FRE - BARS, 地質 雑誌 , 55, 141~142, 1949; ARE, 地質 調査 所 月 

報 , 1, 194~199, 1950; 地質 調査 所 報告 ) No. 143, 11 へ ~16, 1951; 林 高 朗 , $F 

山地 質 , 4, 42, 1954; HALA HERR 1953. 
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EARTH HOPE RAIRGKIRC, PORES, WHSAGKE ELL, Chic MHS, WHS. 
Bt, WRG, BG. Bry AY MEAS RAST CAPS CHRO PSS 
BEY), FANS UNPRIR, 滴 状 , 薬 片 状 , HBR ORDERS (SE 2 図 E) 等 と 共に 多数 の 
eA SASNG ARIE 1-64 ROMEO 15~20u Fiz 50 uz 達する 
i あぁ あり , Snows Bl A,B,C, 第 2 図 A の 様 に 種々 で 一 定 し な い 
第 1 図 AHARKRAOBR Ds 大 珍 の も の は 不 規 則 形 或いは 

不 完全 性 状 を 時 し , 稀 に その 内 部 

A x x x re Ng ne v HERE IKeSeAT 0 この 
VEd RBS Be L CARED IC O~ 

B の を る の を る + を し lomm Ko KMMBREE RIE 
BSS 草 鉄 鉄 を 産 す る 。 その 外 


CR A 形 よ り RRA D 黄 鉄 鉄 化 


し た 可能 性 が 考 えら れる 。 


Deny Rw = 人 る PS 88 $6 Sl 92 de 
実験 に 供し た Re O Poe 

鉛 鉄 又 唱 の 形状 は 第 1 図 及び 第 2 図 の 様 に 不 規則 粒状 , 員 状 乃 至 構 枝 状 の る もの か ら 明 共に 
結 唱 学 的 方 向 に 支配 され た 叶 状 鞭 品 まで 種々 の も の が ある が , その 大 き さ は 普通 23~Sk 
程度 の も の で , 略 々 一 定 し て いる 。 但し 玉 度 鉱山 産 の も の に は 15~20k 稀 に suet こ 達 す 
る 大 形 の も の が 存在 する 。 結晶 学 的 方 向 を RI BRE 十字 形 を 還 す る も の 」 XR 
四辺 形 の 輪 亡 を 有 有 し, 展 々 その 僚 端 より 四方 に 射 典 する も の , 歌 は 単に 1 点 よ り 3 方 向 3 
叉 状 に 射出 する も の 及び ZEORBRAEN 結合 し た も の 等 が ある が , これ ら の 多く は 
4 回 対称 或いは 3 回 対称 を 示し , Ho RAKOR—-HAN Ci 同一 形状 を 呈す る 。 これ ら 
Oi k 0 EAD BAR BAS AG ¢ MRAGKD (100), (001) Ruiz (111) 等 の 方 向 に Bo 
CARED SA EMAL OATH Li 結果 生じ た も の と 推察 さ れる 。 J. W. Gruner» 28 
BISA (100), (001) MARU (111) HOMBRE OMBAthH SHPO (100) HE 
_U (111) BOMRERF ORC k << —-RT SILKY, 両者 の 結晶 学 的 共生 が これ ら の 
CC 交配 さ れる と 述べ て いる 。 RHIOWAPMADRM Als ERMAN ORR 
に 治 つ て 現われ て 来る 場合 が あり , また 太良 及び WLENEARERO 一 部 の も の の 如 
くそ の 内 部 に 細 滴 状 英 銅 鉄 を 有 し , 2 段 郊 深 の 現象 を 呈す る こと が ある 。 今 上 記 飲 山彦 黄 
SASK VS BW SPLHREASA th O IRAE ARF NIPROMCASZ 6 


A He of ok Bh oO R fe 


oy 


産地 大 き さ (u) © 量 形 状 
(0.05mm* 中 の 箇 数 ) (第 図 参 照 ) 
yyy 2~6 10~20* 主として DH, 一 部 Am 
ke 尾 30~50** A, EEID cee ae 
良 Sr 2 wok A, BES 
ie [iS~20(50)  20~35 (cise v° 
NE 2~6 30~40* 主として AH, 一 部 B, DH, 
"研磨 面 中 場所 に よる 量 的 差異 示 比 較 的 少な い 。 


** 研 魔 面 中 場所 に よ ZARA Bons 其 だ しい 。 


1) AEE RO MSG E BL. ED : BAL 
ea crue gasoline hc RAPIER REAR, Vy x 
2) J. W. Gruner, Am. Min., 14, SST 1929. 
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第 2 図 


A. 太良 鉄山 産 黄 鉛 鉄 ( 淡 灰 色 ) 中 の 図 i HERS (RFE), x 380. 

B. JERK PER BAS (IKE) HO PYAR Sok RL ( 嘱 黒 色 ), 380. 

C. FieASkK—PUMISNSKAA (SORHATILPE) & DATEL L 7: AHR PAGE ROKR, 
(黒色 ), 固 落 条件 : 500°C, 24hrs., WEAALE : 300°C, 24hrs. x 380. 

D. 黄銅 鉄 一 困 亜鉛 鉄 固 落 体 (BORK Bm ®) Xk DO ATHYL 7eMEIRES TESA GK (iy Fp) 
RAAF : 530°C, 6hrs., BEARAE : 400°C, 24hrs. x 380. 

E. 太良 鉱山 産 黄銅 鉄 (Cp) 中 の 磁 硫 鉄鉱 (P) & PIR e Be (mets) x 380. 

F. 黄銅 鉱 一 塊状 図 重 鉛 鉄 (WETS) 2 次 的 固 深 体 の BRAT Lt: 網状 , 準 細胞 状 , 細 
mR, POARSASK (FE). 固 深 条件 : 530°C, Ghrs, WERKE : 400°C, 24hrs. 
(試料 太良 産 ) x 380. 

実 Dy Yl ak 
PORNBB CARL EARLE Et S HSmmMAO MMM NH + ABI, 


KS 25mm の 硬質 硝子 管 中 に 封入 し , 所 定 の 温 変 に 保っ た 臣 型 移動 式 電 4 訪中 で 一 定時 
Fi DUK, BEES AUP T Bie も 3 れ た 水槽 中 に 落し て 急冷 , 再 研 暦 後 反射 頭 徴 鏡 
PCA OAIGCEBRL, これ が 完全 に 消失 する 温 忌 を 求め た 。 Wie PI ak 
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坪 品 を 消失 し た 試料 を 比較 的 低温 で annealing し , BUPUHAMEMH SY, その 形状 
及び 組織 を と しらべ た 。 微細 組織 の 観察 に は 高位 率 レ ンズ を 用 い , まな た 実験 中 長 時 間 温 度 
を 一 定 に 保 う た め に は 電位 差 計 式 自動 温度 調節 計 を 使用 し , 2< 時 間 以 上 の 加熱 で も 温度 
Pee ESCOLA E FDOSZIEMBMKKO 

am ao HK O R 

加熱 実験 の 結果 は 第 1 表 の 如く で , 各 試 料 と も 400°C 2Whrs. Ris それ 以下 の MAT 
は 殆 ん ど 関 亜鉛 鉄 骸 品 の 変化 は みち られ な い が , 425°C 24hrs. Aneaee KY WAHT a 7 WS 
ら 黄 鋼鉄 中 に 吸収 し 始め られ , 450°C 24hrs. 加熱 で は 可 な り の 量 が 拡散 し て 喜 融 の 減少 
が 目立ち , 更に 475°C 或いは 480°C 24hrs. で 大 半 ま た は 大 部 分 が 消失 し て 僅か 残存 す 
る 程度 と な り , 480°C 48hrs. (AE), 560°C 24hrs. ( 河 山 ), 500°C 4&hrs. (ABRY)R 
U 515°C 24hrs. (足尾 ) の 条件 下 で 藤 唱 は 完全 に 吸収 され て 見 えな ぐ な つて し まう 。 今 
足尾 産 因 亜 鈴 録 骸 唱 の 加熱 に よる 量 的 変化 を 示せ ば 第 2 図 の 様 で ある 。 

WPA SD Pea D BEES J hi DS 一 般 に 微細 な た め 時 確 に 観 鶴 する こと は 困難 で ある 
が , 各 長 上 唱 は 先 づ その 形 の 一 部 を 吸収 され て 不 完全 な 形 と な り , 更に 進め ば 変形 の 度 を 
HAL CHa, 微細 樹 槻 状 或 い は 苔 状 の 断片 と 化し , 遂に は 微粒 乃至 細 点 状 を 経て 完全 
に 消失 する (第 4 図 )。 

この 如 有 熱 実験 中 関 亜鉛 録 藤 品 の 変化 の ほか 次 の 様 な 現象 7 観察 され た 。 

1) 黄 鉄鉱 様 銚 物 の 析出 AE RUC RSL PE RMS pric 400°C 前 後 よ り 2~15x 大 の 
BORE ET RRR RAMORBD AG No 

2) SASK — REPRE A RRS Ae 河 山 ", 大 屋 , CRE ORH PRG Lt 
れ に 接する 磁 硫 鉄 鉄 と が 本 実験 の 総 て の 温度 で RICHARD PRL, 両者 の 境界 に 淡紅 

を 


_> 


BL MALS eRe mee SERUM EDS 2° SRS 
BY SPUR PLO HAGE, (HAR —RERTBR OKIE YEN) se aR 
iy FS BREE BE 2 HSE SB SE 


LAEKT Zo COBMC FBILA80~ 

500°C CICA, BOO REIKO 

30 全面 に 生ずる 場合 さく ある 。 これ を 

200°C~300°C の 低温 で annealing 

する か また は 電流 を 断つ た 電気 炉 中 で 

20 Rela ST TUT BBG LF NGS 

LEY 7 SUS ASR OS 

られ る 。 CORINA EAM bat 

ein OWA A SRB -IBA CT 
みる 必要 が ある 。 

3) 黄 鉛 鉄 一 硫 克 鉄 鉱 固 相反 応 緑 鉱 

% Ss | 物 の 生成 足尾 *) 及び 河 山 両 鉱山 産 試 

400 500° 料 中 の BALgRGKIS 4E0°C~500°C 以上 

加熱 温 堅 C (24hrs. 加熱 ) 7 IMA C)] BORE. KE RISL THO 


FEES BBO RK 


> 
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0.08mm? 中 


1) 太良 鉱山 産 の 試料 は 加熱 中 粉砕 し , 再 研磨 の 場合 困難 を きた し た 。 
2) A. Sugaki, Sci. Rept. Tohoku Univ., Ser. 3, 5; 95~112, 1955. 


に 治っ て RB RE BFS 


LORD 本質 に つい て は 現 ET 
在 研究 中 。 温度 て" | 時間 hrs.| & a [mu | AB) eR 
A) RTS ARE SAR RETSR GK 400 24 CNG fe a tl pohemaee 
| 有 の 消失 ARR KBR 425 | es | iy? ik Re 
| GED RTE BREE cs 
his RR OWE BAK 475 a es 
> Ag TC 2) CAEL a 
| べべ SRSA TH ZS LET & 形成 ie a on eae le 
>, それ 自身 は 次 第 に 小 48 Ses ORE Sect 
放さ < く な り 500°~530°C 以上 で “a eer 
| 大半 或いは 殆 ん ど 全部 消失 す 500. 24 ED es 2 cece 
c: Bale 48 * OK ※ 
| 5) SURES Blt 各 515 2 
| SUZ HO SREB GLI ae a a (tS 
- 500°~ 530°C MAC, その 周囲 
| EDGAR O TEAK E 受け _" Acer i ee ae Se 

Pe ee * * 大 部 分 吸収 きれ る が , 一 者 明か に 残存 。 
円 弧 で 囲ま れ た 外形 に 縮小 変 *** 完全 に 吸収 され る 。 0 


第 4 図 mACLAMBAGCBRAOBIL 
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EO RISK EERT So 


第 1 表 MBN & Z PIER ALBA DELL 


mA 条 件 


x 200. 


is 

ca 

ts A, 加熱 前 ; B, 480°C 24hrs. 加熱 , 試料 太良 産 。 
自 色 部 , 黄 鋼 鉱 ; 黒色 部 , PQHEeOSK, 


475°C~530°C DBE CPA SOK Bid EIN L eB e 200°C~400°C の 温度 で an- 


a MO RB 


1) 完全 に 消失 する 温度 の 決定 は 更に 多 


59, 1~14, 1953. 


ARES Periz 400°~425° 


earch ee ae 
の 生成 を 意味 する 現象 と 考 
ENS. th —-FOOw 


C 附近 より , 磁 硫 鉄 祭 成分 「 < 
の 拡散 を 受け た 草 鉛 伝 細 脈 
DEKERY 貫入 組織 を 形 
成す る 。 こ の 種 の 黄 鋼 鉄 は 


"また 磁 硫 鉄 鈴 中 に も 細 脈 状 


= 多く の 実験 を 行い , RHNNCBBL IE HIM 0 
ge 2) As Sugaki, Sci. ne peony Univ., Ser.3, 4, 185~193, 1953; 地質 雑誌 , 


THBRERICRAT Bo 
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“Se 
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nealing し , 再び 関 亜 鈴 鍼 を 析出 させ る 実験 を 行 つ た 。 以 下 ぞ の 結果 を 述べ る ( 飼 2 喪 
第 2 表 BEC k SPA GKO GH (No.1 及び No.2 ORBER) こ 


Hue | RR Bi Hi 2h Ok FA HL OR HE 
Be | Bee | : i | 2, 
ae (AM BEB |a a [= um [x BO |e BO 
| PUSAN, | 点滴 状 , 点線 | MR RB EUR, AS 
200 | 24 | 点滴 状 現 出 * | 状 稀 に 現 出 * | RUBLERERHL | 状 稀 に 現 出 
530 6 | 
250 | 2 ik, PORTE | ABR, BOR, | 
BU ae cae Bg tee OFM meres A = 
A iH : 
500 | 24 虫 状 , sR AAU, | 点線 状 , AES 経 状 , RR 
(K,0) | Ew | QR. MUR | REESE | AER 
515 | 24 | 399 | 24 (ge paw Hf 
(A) So 
830 | 8 
| | | 
| ask, WIE AMAR 虫 | 点線 状 , ag AER, BOR 
| 359 | 94 | Bat » (+) eae Batt *, Ce 2a Cee 
‘530 | 6 | | 
| | AR, ANE aa 
aR, ste HOR, REAR, gy) 條 深 状 , BAR 
SNOT ES hea -) Mlapitiats id LSE HE) 
| | | Bet) | ay o | 


(+) 2 RAINS OBESE Beat A b nz 0 
" 食 々 現 出 し な い 場 合 が あぁ る 。 


No. 1 の 実験 上 記 4 鉄山 産 試料 と も 530°C, Chrs. HB CHMMAABEe ZICH 
鋼鉄 中 に 拡散 消失 させ た 後 , これ を 400°C, 350°C, 250°C 及び 200°C の 各 温 度 で 24brs 
保温 し た 。 か ゝ る 試料 を 反射 顕微鏡 下 で 観察 すれ ば , 1~2k 以 下 の 細 点 状 , 不 規 由樹 枝 状 
GR, 或いは 幅 le, 長 さ 30~5Cg の MRGABRO PRK C HBB Tw 
る こと を 認め る 。 し か し これ は 極め て 局部 的 で 時 に は 全 々 現われ な い 場 合 も ある 。 LO 
場合 塊状 関 亜鉛 鉄 が 存在 すれ ば , それ に 接する 周囲 の 黄銅 鍼 中 に 第 5 図 及 び 第 2 図 〒 の 
様 な 準 細 牛 状 , 網状 , 小 滴 2~4g) 乃至 細 点 状 , 稀 に 不 規 則 長 唱 状 リ ~2k4) を 量 す 阿 亜 鈴 
伏 が 新しく 析出 する 。 こ れ に は 530°C 加熱 に よ ょ つて 生成 され た と 療 え られ る Be fw 
鉛 鉄 2 次 的 固 深 体 の BEVABLER C, 主として 350°C また は 400°C 保温 の 場合 に 著しく , 
それ 以下 の 温度 で は 普通 み ら れ な い 。 これ と 同様 の 現象 は 既に 中 野 長 俊 に よっ つて 報告 さ 
NCwBo 

No. 2 の 実験 WicMMAO AML AAT, 太良 産 の る も の は LEG 530°C, 
Shrs., 足尾 産 の も の に 515°C, 24hrs. 河 山 及び 大 屋 の も の は 共に 500°C, 24hrs. と ょ し, 
これ ら を 300°C で 24hrs. 保温 すれ ば , 太良 産 の も の は 上 記 同 様 極 く 僅か 局部 的 に 細 点 
状 , 細 紐 状 の 隊 亜 鉛 伏 が 現われ る 場合 も ある が , 度々 全く 現 出 せ ず , 足尾 , 河 山 及び 大 屋 
産 の も の は これ また 僅 量 で ある が , No. 1 の 実験 の 場合 より DIS PrSEORBEN, 
BC 1 へ ~2k KOA MUIR TE GRIER E BF PEK BH RABHZ, 


Cot ft sce ah 
Fe oe : | 
BR FE BRE ae 


第 S 図 FRSASK—POR GAGE 2 2 次 的 固 深 体 の 離 深 
A B 


A, 加熱 前 ; B, 539°C Ghrs. 加熱 で 黄銅 鉄 (Cp) と 境 状 図 亜鉛 鉄 (Sp) と の 
園 相反 店 に よ つ て 生じ た 2 次 的 固 深 体 を 400°C 24hrs. 保温 し た 場合 現われ た 
網状 , 準 細胞 状 , 不 規則 絆 状 等 と 関 重 鉛 鉄 (Sp) x500 


し か し な が ら EimRRICKU 4NEBROMMISRRBOSNICIEL, thay Cc HB 
C, その 量 は 問題 に な ら ぬ ほど 億 か で ある 。 この 様 に 固溶体 の 離 深 現象 が 容 妥 で な いね 
け は 」 細 験 的 り CBAC. 最初 加熱 し て 固溶体 を 調 芝 す る 場合 の 温度 に 原因 する こと が 
多く , 上 記 実 験 の 場合 も , 内 亜鉛 鉱 藤 唱 が 高温 で MABE < 均一 に 拡散 し て 了 い , 密 
ALOE C 未 飽 策 の 状態 に な つた 侍 が あり , LORE ADS RAR EAT St 
る こと は 容易 で な い 。 KRKZBNKARDA Raa CHES Till, AAS BT ZH 
&, SORE CHARA T BRAM lc CRA A , 温 導 が 降れ ば 直ぐ に で る 週 穏 
宋 の 状態 に な る 様 な 固 盗 体 を 作る こと 六 望 まし ぐ 思 われ る 。 こ の こと は 上 記 No. 2 の 実 
BIC BY. CHAAR AEE ORL, 大 屋 等 の も の が No. 1 の 実 険 に お ける それ ら に 
比 し , 僅か な が ら 多 く の 隊 亜鉛 鉄 を 析出 する 事実 より 明か で ある 。 故に 筆者 等 は この 様 
RBEO® & CHK EBRUBAR KO CERAM 7 ERE IED 70 

No. 3 の 実験 LBS PEMEARBAS 比較 的 均等 に 分布 し , HOB 0.08 
mm? 中 大 き さ 2084 の も の が 平均 35~40 人 箇 存 する 。 こ れ を 475°C~520°C の 温度 で 
24~48hrs. 加熱 し て 完全 に 消失 させ ず , DBR 0.08mm? 中 1~3 箇 位 残る 程度 に し , 
Biz 200°C~400°C の 温度 で annealing すれ ば , 次 の 如く 僅か で は ある が 明瞭 に 隊 亜 
鉛 鉱 藤 品 の 増加 が み ら れ る 。 Els 

試料 名 HBA (残存 骸 品 の 数 *) MRA  ( 品 出 鱗 品 の 数 *) 


温度 *C 時 間 hrs. Ym °C” RAR hrs. 
A 475 48 (2) 300 24 (9) 
B 500, 24 (1) 300 24 (7) 
ic 500 24 (1) 400 12 (1) 
D 500 48 (1) 200 24 (5) 
E 530 24 (0) 250 24 (0) 


* HASTE 0.08mm2h o PARADE OMT (LL. MER, TELURGED % OIRDRV P20 


1) PRES, 2A, 33, 109-118, 1949. 


Ai hay tery he ty ys 


RSS oes gt) 
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OPEC, PIERS O HH ERA AE OGS EC Bidh FBR ICM A HAW 試料 に お 
いて 最も ょ よく, BH 300°C 附近 の 保温 が 離 落 に 最適 で ある と 云う こと が 出来 る 。 こ の 場 
AGH B BGs 第 2 図 C OM AMAROBAEE LL, 稀 に 不 規則 粒状 , MERITS 
AGES AT AZ|, 規則 的 な 性 状 の も の は み ら れ な い 。 な あお 河 山 及 び 大 屋 産 の も の の 
如く , 加熱 に より 黄銅 久 と 磁 硫 鉄 鉄 と が 互 に 反応 し て 拡散 生成 物 を 頭蓋 に 形成 する 様 な 
所 に は 一 般 に 関 亜鉛 久 駐 上 品 は 品 出し 難い 。 POM OR ICOM Ct な お 問題 
が あり , 上 記 の 方 法 が 唯一 の 条件 と は 考 えら れず , 長 時 間 の annealing は 未だ 行 な つ て 
居 ら ず , これ ら の 点 に つい て 今後 更に 研究 を 続け る 積 り で ある 。 


実験 結果 の 考察 

1937 年 中 野 長 俊 は Ah RAK LL DE BBA GKp OPIS GRA 28 480°C, 3hrs. MBrCsEAIC 
消失 する こと を 見 出し , また H. Borchert も それ より きき 1934 年 に 黄銅 鉄 中 の PRE 
ERGKPRAEL AS 550°C で 固 深 体 を 形成 する と 述べ て いる 。 今回 筆者 等 の 実験 し た 4 鉄山 産 黄 
Seok rh D PYRE SA Gk Mibiz 480°~515°C の 可 な り 似 か ょ つた 温度 で 消失 する 。 こ れ ら の 事 
実 よ り , Bek hohe BAC 500°C ょ 20°C, 高く て も 550°C 附 近 の 温度 
で 固溶体 を 形成 する こと に な り , その 温 工 範囲 は 筆者 等 の 実験 で は 480°~S515°C の 35° 
C, これ に Borchert O#EB $C BETH 480°~550°C の 70°C ERY, FAR TKS 
BB, BERGAMO PREAY の 場合 の 300°C へ ~475°C の 175°C 1MNHNITE 
か に 狭い 結果 と な る 。 © ORLA dh 8 RN OAPI 1 CHG S 事実 を よ 
< Bee ie DOEKMRO LLG SRMOW REE w a ze OVUM (PI AILSHAORRL 
72500°+ 20°C) aT FLUE, MHA AIC BW SISA MAF O VA OR ¢ FEV GBA BR 
られ て いる こと を 暗示 する も の と HEBAN, か ゝ る 離 深 共 生体 な ら ば 地質 温度 計 と し て 
或 る 程度 の 利用 価値 が ある と 考え られ る 。 石 も 筆者 等 の 固 次 体 生 成 温度 で ある 500°C エ 
. 20°C3) と いう 値 は 簡単 な 実験 条件 下 の 結 果 で あり, EAS OMAK EP OIE ANT 
PCs 困難 で 行なわ れ て 居 ら ず , FEO TI OME Sc PREMIERS LT 利用 する わ 
け に は 行か な い 。 多 床 生成 温度 の 参考 資料 程度 に 考え る べき で あら う 3 。 

し か し その 生成 温度 の 絶 対 値 は と も か く と し て , 1) AMD E St MK 
EO 深 成 乃 至 半 深 成 熱 水 鉱 床 等 の 比較 的 高温 と 考え られ る 鉱床 より 産 す る こと , 

) 同じ 黄銅 鉄 が 磁 硫 鉄鉱 , 硫 克 鉄 鉄 或 い は 懸 滴 状 黄銅 鉄 を 含む 関 簡 鉛 鉄 と 共存 する こと , 
LSCPA TESA SA ah O 消失 温度 涼 4 鉄山 産 試料 と も 略 々 500°C に 近い 値 を 示す こと 等 
LY, 関 亜 鈴 鉱 喜 唱 を 含む 黄銅 鉄 が 一 般 に 比較 的 高温 の 条件 下 で 生じ た と 考え て BRK 
な い 様 に 思う 。 

DLE OR RRR E  BASGK OPH Sh iO ARs ONE CMB N Cw: 値 に 
近い 500°C 附近 の 温度 で あぁ る が 判り , この 温度 ボ が 相 討 的 に 鉄 床 の 生 成 温 度 を 示す も の と 
すれ ば , 先 に 筆者 の 竜 慣 し た 低温 性 陸 亜 負 鉄 均 晶 の 存在 や 地質 温度 計 の 問題 は 一 応 考 え 
る 必要 が な いこ と に な る 。 し か し その 反面 こ * に 1 っ つの 問題 が 生じ て 来 た 。 即ち 従来 江 成 
低温 性 熱 水 鉱床 と され て いな た 秋田 県 太良 鉄 床 の こと で , 本 実験 の 結果 か ふら, WORE 


1) A. Sugaki, Sci. Rept. Tohoku Univ., Ser. 3, 5, 113\128, 1955. 
2) 本 実 険 よ り 更 に 長 時 間 の 加熱 を 行なえ ば その 温度 は 談 品 の 変化 し は じ め る 425°~ 
450°C 附近 に 沙 落 く 可 能 性 も 考え られ る 。 


2 


の OE eee big 


既 述 し た 小 塊状 , 滴 状 , SER ORD AED RETRO MIB LW REGO RH 
に よっ つて 更に 裏 付 さ れる が , 特殊 な 鉱床 生成 の 条件 例え ば 水 そ の 他 の 存在 等 で 上 記 の 実 
験 温度 が 著しく 低下 する 様 な こと も 考え られ ,, も つと 多く 他 の 方 面 か ら 資 料 を 集め た 自 
で な けれ ぼ ば この 点 断 言 出来 な い 。 Les L ERO RIS 東北 日 本 第 三 紀 濃 熱 水 鉱床 の 生成 
温度 に 関す る 参考 資料 と し て 重要 視 さ る べき で , 今後 か ゝ る 見 地 よ り bad Be FA7k SAP & 
BRL CAZUERD So 


AE 本 研究 中 種々 御 指導 を 賜っ つた 渡辺 万 次 郎 先 生 に 厚く 感 調 の 意 を 表す る 。 な お 本 「 


研究 に 要 し た 横 用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よる 。 こ ゝ * に 明記 し て 講 意 を 表す る 。 


日 高 国 ホロ ベツ 川上 流 (ニオ ベツ 有川) OMA AW aM 
REI A SIE BA ABORA* . 
The ‘plagioclase garnet hypersthene hornblende rock as a 


block on the River Horobetsu (the River Niohetsw), in 
the central migmatite bodies, Hidaka province. 


% + 92** (Hiroshi Asai) 


Abstract: The writer describes the petrographical chracters of the 
plagioclase garnet hypersthene hornblende rock found as a block on the 
River Horobetsu, Hidaka prov. and gives some considerations on its 
genesis. 


WS aie at Sey a ie 

1954% 7H, ASeRON VINE (=A VIN) OME RU ミグ マタ イト を 
Bat ZBACHRink. その 時 , 日 高 』 十勝 両国 の 国境 附近 に 於 て , SRAMMER 
FREE ABE © 流 右 を 探 取 し た (第 1 図 ) 。 探 取 し た 地域 は With, その 上 上流 の 地域 も る すべ 
て いろ いろ の 岩 質 の ミグ マタ そ ト か ら で き て いる 。 EL MRAM ERA AR 
石 岩 の 露出 を 確 め る こと は 出来 な か つた が , この 岩石 は ミグ マタ イト と 徐 接 な 関係 を る も 
つて 填 わ れ て いる も の と 考え られ る 。 

“DERE ORRAMAEAZL, AHO” 又は 講 外 国 に よく 知ら れ て いる 析 煙 


日 本 地質 学会 札幌 支部 例会 講演 , 195S 年 5 月 

: eae 

Suzuki, ; Jour. Fac. Sci. Hokkaido gt Wnivegser, [Vout , 1930 
a ; ees (手記 ), 1933 

wize— ; 地質 , 44, 141~144, 1937 

川 俊夫 ; HE. 36, 42~46, 1952 


aA AS ab 


i) 
tS 


QE BBBE EC UCOSR, 録 物 成分 及び その 性 状 が 異 つ て いて , エス コラ の 
WIREBOT 7 = 2594 EY REBT ZAR LBAbNS グマ タダ イト が 分 布 っ で ど 
る 地域 に 此 の 様 な BEMSSEBAZENSZALI, ミグ マタ イト が 幾度 か の 変遷 を 経て 
む ひ 高 , 角 関 岩 相 を 示し て いる の に 比較 し て , その 岩 質 が 極め て 特異 な る の な の で ある > 
そし て ミグ マタ イト と 此 の 様 な 特異 な 岩石 と が 共存 する と 考 えら ちら れる 事 は 聞 接 的 に ミグ 
マタ イト の 生成 され る 困難 な 条件 を 逆 に 知る こと が 出来 る と 思わ れる 。 

然し , こ ゝ で は この 緑 長 石 析 格 石 紫蘇 輝石 角 関 石 岩 の 性 状 を 記載 し て , 若干 の 考察 を 
ip Dede ta GP aye 

高 本 地域 は 既に 鈴木 守 , 佐藤 博之 に よ つ て , 最近 , 調査 すら れ た 。 
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主要 な AR AMG. AGHA. MBE. Aa. BES IMD oN Re . 
«$k, RGROK, 石英 , 及び 緑色 スピ ネル で ある 。 こ れ ら の 構成 鉄 物 が 相 組 合っ つて , 
 AOMMERT a LAM AINE T71F 7 TMAERL TOS. 2B) 
| 上 に 述べ た 岩石 を 比較 の 為 に 乏 と よく 似 た 本 邦 に 産出 する ORE, 又は PRABEO 


| «Re 第 1 表 に 示し ただ 。 沿 本 岩石 の モー トド の 王 多 を MH に 示し な た 。 
Gi 第 1 表 APEMEAMA, MERE LAS BERR AMEE OM mae 


( ) 内 の 銚 物 名 は 比較 的 少量 の 成分 


# gl) 2) BERANE a fe BERR F 
未央 (鈴木 ) | soe AIL CRM) fee On 
|-%8 oA kh OG 2 格 大 MH OG 
| & 8 石 ia: eat HA EG VBE, Neat = 1.834 | 
(= BF A) Bk A eA G=3.862 
a 2 am 8B G00 REG 
@ & 石 ) (A KR A) Rm eG XX… 明 る い 黄 色 
a # (#& Re 石 ) (Bt Bo He A) Yi tAr RA 
(@  @) (Bt ih He 7) (4 2 ®) Z «Se 
> | (& YE 7) (@ & @) (@ & Fi) 2V(—)---72°, 77° 
a | (8 A) (4 #L. A) ( 石 英 ) n,=1.720 
} (& 泥 A) ( 金 紅 #) FERIA 


0 (チタ ン 鉄 鉄 , (ff Ye 石 ) 
leat (F 7 7 HB) 
ee (i8 A) 
t% (A 灰 a) 
ie 第 2 Be BETCHUS BO e— F 
Bi 緑色 角 関 石 sees '37.8 
| Cy ae Uae ee ee 19.3 
1 ee Hi gy 0 16.9 
ig aL & EE te 12.4 
\ Me eas pearnene tee 6.3 
1 磁 硫 鉄 録 , REGGE, FRELA CY BV re 4.2 
E 4 A 英 fo ee na ie 3.1 
ie 100.0 
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PTR : 半 自 形 叉 は 他 形 , 繊維 状 , BOROMB CHS. 2mm~EmM ORS TC 
市 は 0.04mm 位 の 長針 状 の も の が ある 。 叉 , BRBGOMBe 取り まい て いる こと が あ 
Bo VEL Cet, 内 部 に 微細 な 一定 の 配列 を も つか, 或 は 不 規則 な 配列 を 持つ た BO 
状 の 磁 硫 鉄 鉄 , 磁 鉄 鉄 を 包み 込ん で いる 。 Ms し ずく 状 の 粗 粒 な 磁 硫 鉄鉱 , BERS AA 
込む こと が ある 。 一 定 の 配列 を 示し た 微細 な 磁 硫 鉄 鉄 , BREMIRES A 消失 し て その 
BERRICVRo CC, 之 等 を 排出 し た 如く な つて いる (第 3 図 )。7 DM SEAKEZL CO4a 
が 青 補 色 に な つて いる こと が ある 。 — 


SS 


1K 


第 3 図 ARAM ERR ABNAS ORANGE ONE ALI 


Bi…… SEER Am.…… 角 関 石 Mt. Pyr…… RABROL, REBBR. 


RRO +. AW SABER > 長径 2.8mm, MEE 2mm に 達する 。 Ae 
22 Lvs (5182) 9 JAIL BBP BLK > BLS PU RII EN Twos 
場合 が ある 。 BM PANBOWE ERIC 微細 な 磁 硫 鉄 鉄 , BEBROK, SUL S CRORE 
化し た 磁 硫 鉄鉱 ; 磁 鉄 鉄 を 包み 込ん で いる が が , 注意 すべ き は 角 関 石 に 比べ て 尊 状 化し た 磁 
PRERGK, 磁 鉄 鉄 の 方 が 微細 な も る も の より REGO PCE ENSHAMBAwO. HoT FB 
Bk” ORR OA BAR OHRMO EAH BN] 

MIRE. 自 形 叉 は 半 自 形 の 大 唱 で 2mm へ 6mm 内 外 の 直径 を 持つ て いる 。 HERE 
CREEL CoS VORHS(G 2 図 )。 LILLICARA SAA. 緑色 角 図 石 , 磁 硫 
鉄鉱 , 磁 鉄 鉱 を 取 囲 ん で いる 。 FARAIEZ <> 比重 , 屈折 率 符 か ふら 鉄 状 条 梓 大 に 近い る の 
EBASNS BIR) 注意 すべ き は 桁 極 石 の 近傍 に は 石英 が 存在 し て いる こと が 多い 
事 で ある 。 
黒雲 母 : 自 形 , 半 自 形 叉 他 形 を 示し て いる 。 消失 し て 磁 硫 鉄 鉄 ) 磁 鉄 録 を 排出 リ り てい 
る も の , 叉 自 形 を 示し て 他 の 鉄 物 の 間 を うず め て いる る もの, 消失 し な が ら RORMEL TH 
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DIZEXSORHSo ABET b ODINIMOMMLGBAREN TSS 
REGGE, BESK > GA CHOWAN DBAAENREIR 産 状 を 示し て いる 。 H 
MABRO SOD, © > RE CABLE L SC REBL THRILL VONAZS, BNA 
DIR CN 7: k DVL RE OWR ED CEM SNTZYDOCHSS 
緑色 スピ ネル : 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄鉱 と TET Zaid RRB OBS 変化 し た ょ よう 
な 性 状 を 示し て いる 。 不定 形 で 微細 な る も の が 多い 。 


Iv # Ex 

ALAR) 又は 諸 外 国 に よく 知ら れ て いる MS Lis RB REGED > 
その 性 状 を 胃 に し て いる こと は 第 エ 表 に 示し た 如く ぐ で ある 。 HRN A Li RRR, 
八 長 石 , 黒雲 母 が 多量 に 見 られ る こと が ある 。 

BAB, ARMRBEAS AAO ORB, BKK LEE Oh ORES, 
BBE & CAL ZOURRRZ ) RRA ICS ENS YD ODA ALEC BUELL TSH 
の が 多 ^。 し た が つて 角 関 石 に 比べ て BREESE CHEN RL AY, 角 図 石 の 中 の 磁 
FRR, 磁 鉄 鉄 は 明らか に 黒雲 母 が 消失 し て 身 開 に 沿っ て 残 つ た る の と 考え られ る 。 舞 
PIL READ b 排出 され た 磁 硫 鉄鉱 , WHER 尊 状 化し て いる の で , 角 関 石 より る も 
高度 の 変成 条件 に 持ち 来 た さ れ た も の の 様 で ある 。 そし て 未だ 消失 し な か つた BER 
AREABO PR DRA BIC DRERIEL CHEL TS そし て RRR LEB 
GL OES eR RAE A OVA UIC MA SN CSR AONSMW, L&C TH 
者 の 関係 が 無関係 に 成 つ て いる も の る 見 出さ れる 。 BERR, BRMRMO MERU BB 
母 の 消失 の 状態 か らし て 交 石 か ら 危 図 石 に 変化 し て 行く と 考え る より は むしろ, RH 
右 を 生成 する 条件 と 人 危 関 石 を 生成 する 条件 と が 互 に な らん で 黒雲 母 の 存在 の も と に 生成 
し た も の と 参 えら れる 。 この 事 は くり か え し 述べ た 如く 黒雲 撤 の 消失 し た 残り の 排出 物 
で ぁ る 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 鉄 の 粒状 化 の 程度 に よっ つて 明らか で ある 。 即ち Mi AOA MRIs 
危 関 石 生成 より も より 高度 の 条件 に 持ち 来 た さ れ た も の と 思わ れる 。 即ち 本 岩 は 著しい 
黒雲 母 の 濃 集 と 消 散 に よる 交代 岩 で ある と 考え る こと が 出来 る 。 

西 し て この 苦 相 は ター ナー, フェ ル ホ ーー ゲン? の いう グラ ニョ ライ ト 岩 相 の うち も で 療 
交 糞 石 一 本 植 石 の 組合 せ た に た あ た る も の と 考え られ る 。 

本 岩 は 日 高 変 成 帯 の 中 央 部 に ある ミグ マタ イト 岩 体 中 に 存在 する る も の と 考え られ る が , 
この 地帯 の ミグ マタ イト 化 の 一連 の 変成 作用 の 中 途 で この よう な 劇 し い 交代 作用 を 部 分 
的 に 受け て 形成 せら れ た も の で あろ 3 う 3 。 

南部 昌 高 変成 帯 に 於 て は 比較 的 西側 に よ つ た 部 分 に 多く の 塩基 性 岩石 が 帯状 に 配列 し 
て いる 9 の) BS, 著しい 高温 と 偏 圧 条件 に 持ち 来 た さ れ た 交代 性 の 岩石 で , 特に 本 岩 と 親 縁 の 
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関係 に ある と 考え られ る WGA RSMAS 非常 に 高度 の 条件 に 持ち 来 た さ れ て , BR 
代 作 用 の 結果 生成 せら れ た 岩 大 で ある こと は 既に 述べ た ABOLI RBA ATO 
中 央 部 に 於 て 存在 する 可能 性 が 大 きい こと は 南部 日 高 変 成 帯 の 中 央 部 に 於 て る 変成 帯 の 
西側 の 塩基 性 岩 類 の 生成 の 条件 と 同一 の 条件 に 持ち 来 た さ れ た 部 分 が あつ た こと を AL 
RS 

広義 の グラ ニュ ライ ト 又 は これ の 一 部 狭義 の グラ = ライト と よさ ぐ 似 た 録 物 成分 を る 
つて いる カー ノ カ イト } 岩 類 に つい て は 幾多 の 先 人 の 記載 が ある *)。 そ れ 等 の 岩 石 の 産出 す 
る 圭 な る 区 域 を あげ る と 南極 大 陸 の 一 部 の アデ リー ウー ルッ 一 イー スト リー 
EA NE EE FA ED ET TZ 
Wg eee yO) 7 Aare 区 OE TE 
as Ge PP), 16) 北朝 鮮 で や! SECHSA 。 

BOIL, F—F-RUNMRAF YBa — BI), Dy AW 77) Seas PEMA ae COs 


この うち で , D-J7 4) REBBORRBAICOW CERI TV —-71, ペッ デポ) 
ー ラ ラー, FLAV7Y) BRN, 本 邦 で は ABS B™ RBARVY 7s VAIO 
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形成 され る と き に 本 岩石 の 性 状 と 同様 の 現象 に つい て 観察 し た 。 
本 岩石 で 見 られ る よう な 生成 機構 が 南部 日 高 変 成 帯 の 変成 作用 の 如何 な る 時 期 に 組み 
いれ ら る べき か と いう 問題 に つい て は 別 の 機会 に 詳 述 する 。 
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The basic and ultrabasic rocks of the Sanbagawa metamorphic 
region in the Tenryu river basin. 


ry m (Isamu Nakayama) ** 


Abstract: In the Sanbagawa metamorphic region of the Tenryu 
river basin, the basic and ultrabasic intrusion can be divided into the 
following three stages. 

ist stage: The synkinematic intrusion of sills of ‘‘Topfstein’’ and 
epidote-amphibolite. The later was derived from a basic intrusive rock. 
Accompanying the intrusion of these rock, the crystalline schist were 
subjected to metasomatisms which were formed of the albitization and the 
chloritization. 

2nd stage: The intrusion of saussurite gabbro, periodtite, 
metadiabase and amphibolite. The latest was derived from basic and 
ultrabasic rocks. In the last of this stage, the banded rock, is ccmposed 
of the peridotite and the saussurite gabbro, intruded into the space (Mikabu 
Zone) between the crystalline schist and the non-metamorphic palaeozoic 
rock. 

3rd stage: The intrusion of the serpentin was accompanied by the 
fault. 


1 oe Siete ee n= 
天竜 川 地 域 の 三波 川 変成 帯 の 詳 序 と 構造 に つい て は , すでに 報告 し た り 。 この 論文 で 
は この 地域 の 塩基 性 お よび 超 塩基 性 岩 の 痢 和信 が , 三波 川 結晶 片岩 の 変成 作用 と , どん な 
関係 に ある か , 塩基 性 岩 e 超 塩 基 性 岩 類 が , 瓦 に どん な 関係 に ある か を 述べ る 。 こ の 論文 
を か くに あ た つ て 7 討論 し て 下さ つ だ 吉沢 雨 ) 岩 崎 正 夫 の 両 民 , プレ パラ ー ト を 作ろ て 
下さ つた 村山 平三郎 氏 , 現地 で 人 色々 と お 世話 に な つた 大 橋 国 吉 , 内 山武 悟 の 両氏 , 図版 
を つく る 上 に あ た つ て お 世話 し て 下さ つた 加藤 不 三 田 氏 に , HEBERT SO 


* 1955 年 . 日 本 地質 学会 年 会 講演 。 

** 京都 大 学 理 学部 地質 学 録 物 学 教室 。 

1) Bile ; He, 59, 1953., I. Nakayama; Mem. Coll. Sci. Univ. Kyoto, 
Ser, 6. 21,1954 
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Ib ff Rot. eB 

FE HIRO = RNA POMBE & USAR, その 導入 時 期 や , 産 状 な ど 
か ら 3 っ の グル ー プ に わけ られ る 。 すでに 報告 じ し た よう に , 天竜 川 地 域 の 三波 川 変成 帯 を 
形成 し た 造 構造 運動 は , 2 の 段階 に わけ られ る 。 この 最初 の 段階 に , Mir aeO Rica 
康 状 に 導入 し た も の を , 人 第 1 グル ー プ , 第 2 の 段階 に , 堆積 岩層 中 に 逃 入 し た も の を 第 2 
グル ー プ , 造 構造 運動 終末 期 の 断層 に 伴 つ て 賃 入 し た も の を , 第 3 グル ー プ と する 。 

1. Bi ダル ー プ BUSSE LC. 地 八 層 の Topfstein が , この 中 に 人 和信 る 。 竜 
LR BRE, 黒色 片岩 に 対し て , 層 々 人 逃 入 の か た ち で 導入 し , 以下 に 述べ る 様 な 講 
岩 相 か ふら な り た つて いる 。 岩 相 に よ つ て 作用 の 程度 が 異 る が , 黒色 片岩 に 落し て REA 
化 作 用 を 与え そ て いる 。 

1) PHORMREN2 DOA, 煙 緑 岩 な いし Het LENZ YDECHS. BEC 
は , これ ちの 肉眼 的 差異 は は つき り し な い 。 緑色 角 阿 石 (2V : (—) 69°, cCAZ=17°, Nz= 
1.660~1.657, Z=i, マ Y= 帯 緑黄色 , X= 黄色 ), RR BRA (Anj。 コリ), MUEA, 
Be, tA GREER BHA)? か ら な る 。 

2) 1) より る も BAA 針 状 で 一 方 向 に な ら . び lepidoblastic ~c, ee z= 1.664, 
Z=S Y=RERE X=KG) RRA PRA Mea oe. is | GRE, W 
解 石 ) か ら な る 。 1) tk 2) より る も 黒色 片岩 a eee 殆ど 認め られ 
な いこ と も ある 。 LNOOBMLEARE OBR BBREARSS. SURRAR 
a i ee eee 

Topistein は 地 八 層 中 に の みみ ら o 滑 大 と 炭酸 塩 鉱物 と か ら な る 工 環 樽 造 を も ち , 
NR CO EDA RESO, 曹長 石 か ら な り , we 
酸 塩 鉄 物 脈 ある 。 こ の 岩石 は まわ り の 黒色 片岩 に 対し て , AIEEE SLU BRA 
作用 を 行 つ て いる 。 Topfstein PERAARMA Be 3 < GM/VBOAK あぁ あら われ る こと 
は 重要 な こと で ある 。 岩崎 正夫 は , 長崎 県 の 結晶 片岩 地域 で , Topfstein と 点 紋 片岩 と 
の 共存 を の べ , 両者 の 形成 は 密接 に 関係 する こと が 療 え られ る と の べ て いる ご 。 HWE 
の うち 一 定 の 条件 の あぁ る 処 に , PRAAMRBALKP ANS MERE AMIS) b 
黒色 片岩 と の 細い 証 層 (Mr) が 発達 し , 微小 福 曲 や 層間 裕 曲 の 発達 し て いる 処 に みい 
だ され る 。 地 八 層 は , 他 の 岩層 と 比べ る と 緑色 片岩 と 黒色 片岩 の 二 層 か ら な る と いう 岩 
相 的 特徴 を も ち , 構造 的 に は S 字 状 分 布 を し て , 2 OBO RS RK Are He 
あ た つ て いる 。 Topfstein は 地 八 層 中 に 光 入 し , 地 信 層 中 の 上 述 の よう な 特殊 条件 の 部 
分 に , Topfstein の 導入 と 関連 し て 旨 長 石化 が 行わ れ た と 考え られ る 。 

第 2 グル ー プ FR Y-Y. Vashi Bia, E774}. ROR, ZOE 
a ADVE REBRHS. 天竜 sain ovata we Deepa DID bean 
結晶 片岩 層 の 中 に あぁ るい は 非 変 成 古 生 層 と 結晶 片岩 層 の 境界 帯 附 近 や に, BEAL KYO 
ある 。 こ の 地域 で は 結晶 片岩 層 と 非 秦 成 古 生 層 と は , WBC) 両者 の 境界 は ある 幅 を 


括弧 内 の 鉄 物 は な い 場 合 も ある 。 eh Sees Th 
2) 岩崎 正夫 ; 13 1953 

3) 以下 , か ん た ん に 境 泉 帯 と する 。 

4) 西南 日 本 結 品 片 過 グ ルー プ > 地球 科学 . 13 1953 
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も る もつ 帯 "と 考え る べき も の で ある 。 この 境界 帯 に 塩基 性 及び 超 塩 芸 性 岩 六 ある 。 これ 
(LATED UHM So 第 1 図 で は , この 導入 岩 は か ふか なり の 幅 を る も つて いる よう 
に みえ る が , この な か に は 堆積 岩 る あり, 実際 に は も つと NERWVO CHS, EMRE 
く て 精度 を 上 げ ら れず , 図 で は 一 連 の も の と し た 。 結 品 片岩 層 の 中 に ある 塩 基 性 お よび 
直 塩 基 性 岩 は , —BORMPICHS, CNS OBKOL PROSE EM: (AAAS 
ENC WBOCS > 結晶 片岩 に 対す る 交代 作用 は 殆 ど 認 め ら れ な い 。 結晶 片岩 に 対し じ 
整合 理 に 岩 床 状 に 痢 入 し て いる よう で ある 。 

境界 帯 に 沿う 導入 岩 は , 福 曲 構造 を 示し て いる が 確 な こと は わか ら な い 。 BRU 
曲 帯 に な つて いる が 。, 境界 帯 に 治 う 導入 岩 は , PEO RV BAER ELD FE 
つて , 結晶 片岩 層 と 非 変成 古 生 層 と いう , 異 つ た 発展 史 を も つ 岩 層 開 の 間隙 の 存在 が , 2 

人 を 規定 する 主要 な 条件 で , 拉 曲 は 副 的 次 な る の と みる べき で ある 。 BARA Bt 
堆積岩 層 と の 開 係 は 確 な こと は わか ら な い 。 交代 作用 は 行わ れ て いな い 。 境界 帯 に 沿 
う 衝 信 岩 体 は , 先 に 述べ た よう に 図示 の も の より も も つと 小さ な る の で ある が , BRE 
に 治 つ て 大 体 一 か た まり と し て 存在 する 衝 入 岩 群 (B 群 ) と , 結 品 片岩 層 の 層 中 に 散在 す 
る 岩 群 (A 群 ) と に わけ て 両者 の 異同 を 検討 し て みる 。 

a) B 群 に は ソー シュ VAR iS t RAILS. SHE~ 2H HO RRAEL ATS 
体 が ある 。 こ の 場合 両者 の 境界 は , は つき り し て いる が sharp で な い 。 MAO BA 
に よる 作用 は 認め ちら れ な い 。 斑 疾 岩 と 纏 状 構造 を つく る も の が ピク ライ ト で ある 場合 は , 
長石 に よる 流動 構造 が 認め られ る 。 買 入 関係 に ある 班 栃 岩 や 標 橋 岩 と 比べ る と , MAR 
: 物 の 上 か ら る も , PREAKOMBATCHRE LLROCWWS, BHR, この 地域 の 西方 
の 境界 帯 痢 入 岩 類 の 中 に 同じ よう な 締 状 岩 体 の ある こと を 記載 し , COPORM AIS BE 
GEVAAT ZRHBS LPRER BZ LRN COS, FORBES HERS 
様 な 岩 相 を も つて いる が , 特に ビク ライ ト の ある こと が HHOBROMMBML Bow 
Zo ERMREAL OC ZH MEAL, 他 の 産 状 の も の と 比べ る と , GARD 
に る も 后 に 述べ る よう な 特徴 を も つて いる 。 

b) BRYVCREALIEMND Yoyo VAM LOBE R DS. LOMMEOR 
に は , ソー シュ VAR ie RHE SN CE, ERMMARY —Y 2 VASE PICBA 
FZDRASNSDo LNb56 ORE OCHEE b talkark t ORME Dds 5b 7D, 
CRE AUS BOPHE LUC HEL AWL™, BURRIKC BA SN Co HOR 
岩 体 は 他 の 岩 体 に た 比べ る と 塊状 で ある 。 以 上 の よう な こと は 締 状 岩 体 が , 3 者 の うち で , 
最も お ぐれ て 逃 入 し た こと を 示す と みる こと が で きる 。 

c) A 群 で は , ソー シュ VAS CES CMEC CH SYEL> 相 催 っ つっ てい 
る 場合 と を が ある 。 普通 ツ ソー シュ AMA, PRL ODER SNS IG 
合 モ 群 の よう に , RRBSY Ys VAMGAICBAL COAL, iia hic ソー シ 
ュ BREE BE SN C79 

d) A, B iia & REE RAMSEPCEMBE OMMICHET SA APCUL INE OR 


1) NB; 地質 , 56 1950 
2) 湯 井 宏 ; 北海 道 地 質 要 報 No. 15, 1950 
3) FEE OBE ARTE cls 纏 状 岩 体 の も の に 特有 な , BEANABALN AWS 
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石 類 と ソー シュ BEGE ORES Liab awe, B 群 で は ひと か た まり と な つて いる 。 
A, BRMt } PEER, 差 動 運動 を うけ て , 工 理 構造 や ゃ 圧 砕 構造 を 示し て いる 。 fe 
GB 5 PEE, 角 図 岩 は 緑色 岩 の 中 心 相 を RT LOD 緑色 岩 に 引き つ ゞ いて 六 
入 し た も の と 考え られ る 。 AMBts BHC, A 群 に 比べ て 量 が 多い が , 岩石 の 種類 に 
は A, B 両 群 の 間 に 差 が みち られ な い 。 以 上 に 述べ た よう に A, BROS LV HERR 
岩 体 の 有無 に あり , BBS LY -— Ya MAREE tL OBR LAL OMERHS 0 

SEOKR 

a. SUE, BREA KRUG. 磁 鉄 鉄 か ら な り , AM TIHEBO-BALL TE 
在 し , SORBEIL, 2V (+) 83°~84° (—) 84°~88° で ある 。 BE CILHEKEAO 1 O 
LL CHEFEL, PREG 2V (—) 82°, 86° CHS. BHO lore 7 o— .RGKAS 
Feb M726 

b. ピク ライ ト 。 BRORRERICOLDS 6 MBADOBRO CSOD E, BOTW 
な いも の と が ある 。 HUHADRO COR BRIIIREN A BEA, Yo-vyaNA BF 
タン 石 , BERNER HS. BEANARRRAO BES AWK ZOCHETS, ある 
場合 に は , MEARE? V7T 1 PIRI FL, ERB, BELENAO 
周辺 や マー シュ ル 石 の 中 に 存在 する 。 MEAN Al 2Z=6e. Y=, X 三 黄色 , Nz 
=1.660。 緑色 角 図 石 は , Z= 帯 青 緑 色 , Y= 緑色 , ※ 三 黄色 , Nz=1.707 で さる 。 BE ・ 
石 の 残 つ て いる も の で は , 他 に 暴 智 石 , ソー シュ ル 石 , 蛇 紋 石 , 白 チ タン 石 , 磁 鉄 鉄 , と 
SERA (2Z=th Yaa, ※X 三 黄色 ) が , BRO SHPO 
在 す る 。 ’ 

C. BR A, BRROMREAT OC bm vO ee Bela Et 7ye, F 
タン 鉄鉱, BRE L D675 BRADY FNVEIED FON TH IMO, いな いる の と が 
ある 。 PROMREKE OC SVOW, PEI 2V (—) 82° の 残っ つて いる も の が あり , ま 
BRAD BBP AICO CHEANADHASZ ORAZ. 複 色 角 関 石 の 周辺 は 陽 起 
右 化 し て いる 。 以上 の 各 岩 石 を 通じ て , RRA, 2V (+) 58° CHS. i BROBR 
ARE OC FMA AO ソー シュ ル 石 , BARES SV YA, BSG, te 
WMA, HBA EDS ROCWHo 

d. ソー シュ VMs AR RU BH OMREKEO bmdsOKBHA, vv 
ユル 右 な いし ソー シュ VARRED REE AF IVA, FIV BREEDS ADT 
る 。 BRORMRBKEOS ZOO CIRRAD BD WIC LOC, 福 色 角 関 石 の ある る も 
の が あぁ る 。 ま た B 群 に は 産 状 が わか ら な い が , 蛇 紋 石化 し た BRE DO SHIRE HER 
a Seg, Yoyo ル 石 , 緑色 角 関 石 か ら な る PRUE REMERDS. LOPE 
BOREANAZ, RHEODSZLOVSDS. VLOSBRERUET BHA, 
周辺 の ウラ ル 石 化 じ て いる も の と , LOWAWIOERSS. BHAGSEBRER, 2V 
(+) 58" で , 比較 的 新 解 な も の で は , Nz=1.705 で ある 。 

e. fae, A, 選 両 群 を 通し て , 3 の 型 が ある 。 1 は 角 関 石 と 蛇 紋 石 か ら な る る もの, 
他 の 1 は 角 図 石 と ソー シュ ル 石 な いし ソー シュ VARS, tre, HEE. S 
RA RVEB 7 E OSA SSO, 05 liskeOG, yoy. VA, PBI 
ら な る も の で ある 。 BI BLU 第 3 型 は , MALCLADRBR CHS H2MIPeA 
いし 細 粒 で ある 。 いづ れる も 大 成 岩 構造 を 残し て いる 。 こ れ ら 3 型 を 通し て いろ いろ 角 関 石 
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が あぁ ある 。 MEANA (2=te, Y=RE~ ME, X=KBE~ KEE, cAZ=16°~ 
17°, Nz=1.679~1.677), SBE ANE (2 = FRE PBRE. Y= SBSH, X= 
WRE, Nz=1.673~1.663, c\Z=19°~20°), Seas (Z=Gh~ See, Ye 
GRE~ PARE, X=, Nz=1.670~1.654, cAZ=19°~20°), ea sEAG (Z= 
ma~ tai Y=PRRA~ PRA, XR, Nz=1.650+1.642, cAZ=18°~ 
19°), 5255, RRERAELUNS, 共存 関係 に ある の が み ら れ , & URS 
ART o BE ANAC HDAC, 矢 煙 石 が 斑点 状 に ある こと が ある 。 こ れ ら の こと か ら , BH 
i eB BNA REA CMLL RL EMH ANS. KRGANAS, 他 の 角 
Net, どん な 関係 に ある か は , わか ら な い ぁ 8 MiNS AKAO 周辺 は , BRAEAY 
LIBAWAIEL Co ZOR 普通 で ある 。 これ ら の 岩 右 に は 白 チ タン 石 が 普遍 的 に ある 。 
以上 の 3 型 の 岩石 を 通し て 緑 礼 色 角 関 石 " 緑色 角 図 石 を 有する も の が 多く , BREA 
を も つも の は 極め て 称 で ある 。 MY Y= ルル 大 か ソー シュ ル 石 質 集 合 物 か と いう こと 
は , 岩 夏 の 構造 と 関係 が あり , FERRIED BLY bY —Ys NARROWLY, 著 
し く な いも る の ほ は ソー シュ VECH So ツー シュ ル 石 質 集 合 物 より る 更に 結晶 が 大 きく な 
る の は , 水落 液 な どの 量 が 関係 し で くる よう で , 草 長 右 脈 な どの 発達 する も の は 結晶 が 
大 きい 。 角 隊 岩 類 は 以上 に 述べ た 性 質 か らし て , 塩基 性 お よび 夫 塩 若 性 導入 岩 か ら 変化 
= ビ た る も の と 考え られ る 。 

f. DRSH BR GEOBAG F717 Y7BEE FDS, A, BB 両 群 の る 
OD, ERA (2V (+) 45°, Nz=1.722, 2V (+) 58°, Nz=1.715) ソー シュル 右 
な いし ソー シュ VMEBRED FIVRRBLEKSLA, GRABS 4S. BRAEAO 
六 ラル 石化 と し て 煙 石 の 周辺 に ある の が ふつ う で ある が EXICMMICHET AZ, BRO 
FEE ED Pie AO AW, Eee, 曹 隊 石 の ある も の が ある 。 

g. SEB. 緑色 で , BREA LERRHEt LOR BAT, HERBAL FR 
22358 (SRE AU. 原 岩 の 構造 を 失 つ た と 思わ れる 岩石 で ある 。 これ ら は 大 ま か 

て 2 種類 が ある 。 LIXMAMEG (2V (+) 53°, Nz=1.713, 2V(+)58°, Nz=1.7 
15), ソー シュ ル 石 質 集 合 物 , 陽 起 右 , 自 チ タン 石 な いし 橋 石 か ちら な る 。 BiAIRAO 
ウツ ラル 石化 と し て , MED ED YOKE MRSS, 他 の 1 は 陽 起 石 質 緑色 角 図 石 (Z= 
Gt, マ = 緑 色 ~ 帯 黄 緑 色 , 交 三 淡 黄 色 ,; cAZ=19°~15°, Nz=1.654~1.645), AF 
PYRO L Be BEADPSESZ. 線 色 角 図 石 は 陽 起 石 質 で ある が , 更に その 周辺 が 
陽 起 石化 し て いる の が み られ る 。A 群 の も の ゝ Mc MaMabnr. CHlsMMmIC ER 
は 緑色 角 図 石 の まわ り に ある 。 緑色 角 図 石 が 草 長 石 緑 泥 石 脈 と 接し た と し た と ころ で は , 
ZO MBRERAILL CWS, 西方 の 爾 生 山 地域 で , HmAnaO-RH EL u 
— VY GERI A - ARE ORE 報告 され て いる "。 Bl OM AMBER, 第 2 OF! 
BAMES, n2nRS thor tBArbnSo 

以上 に 述べ た よう に , BRAVELY Ch ARORA aia FOX OTC SZ BOBO SAG 
が , 他 ぐ 産 状 の 同種 の 岩石 と 比べ て も , GARMKBARHAZILBRYS5NSd. AA, 
Rimes RABE SRS Ct, A, 表 両 群 で の 差 は 殆 ん ど な い が , MA t BES t 


te 


ソー シュ Nee, PERE Aiea bTLESO 
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の 関係 に は 差異 が が 認め られ , BRICAPREKOSSZI LIA, Bil 
これ は A,B 両 群 の 存在 する 地域 の 地 伯 条件 の 差異 が, B 
と 境界 帯 六 この 地域 の 造 構造 運動 の 終末 期 に , 


] 群 の 差異 を 示し 


CR 


VANES NE ED 
KGS vale 和信 に 対し て その 場所 を 提供 


LK Ot, abr Bir Cid HEAD BM CREL AMOR CLERL COCA LBAZA SNS 
これ に ぞ く す る 。 地 八 層 よ り 上 部 層 の 分 布地 域 
REBUA & BEGESK 


3. 第 3 グルー プ 。 REBUEA こ 
し , 造 構造 運動 終末 期 の 断層 運動 に 伴 
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Some considerations on the Spice -bearing inclusions in 


Osuzu acid rocks, Kyushu, Japan. © ate ee 
a IR >’ & (Tamotsu Nozawa)* 


: Abstract: — Spinel-bearing inclusions are found in the quartz- 
; 2a perphyritic rocks near Osuzuyama. 


These inclusions show zonal structure: the core, a large crystal. i 
sillimanite ; the next outer zone, aggregate of fine spinel grains; the > 
outermost zone, aggregate of rather large plagioclase crystals. 


About the genesis of spinel, the writer prefers metamorphic Gif- 
_- ferentiation taken place in the inclusion, rather than interaction between 
magma and the inclusion. 


The distribution of spinel bearing-inclusions in igneous rocks, in| 
Japan, except basic rocks, bears some relation to underlying base rocks. 


Wek 


.3 jet: AREY ae) a 
 -BACARHCRBAE, BILEO 場合 を の ぞい て ほとん ど 常に 包 有 物 に 関係 し 
| 特異 な 産 状 を 呈し て いる 。 それ は ; 森本 良平 (1944) も くわ し く 述べ て いる よう に , 特別 
の 意味 を 持つ も の で は な い だ ろ うか 。 これ まで , その 成因 に つい て は , 2 ろ つろ の 基本 的 な 考 
え 方 が ぁ あつ た 。 そ れ は , A. Lacroix り の あげ た , HL 包 有 物 の 相互 反応 , RUBE, 
BRA X(44 RA 紅 柱 石 な どか ら の 再 結 品 で ある 。 その後 , J. H. Vogt), O. 
Andersor3) は , 告 内 実験 の 結果 か ら , それ ぞ れ 凌 る 理由 か ら で は ある が , 前 者 を 支持 
eo A Harker’) Hoe Thomas”) EVLA RE ER Brauns ey 
は 後者 の 場合 も な と め て いる 。 hoes: 
日 本 で は , 杉 健 一 の は , 日 光 で , 上 記 Thomas の 考え を 応用 し , 森本 良平 は , 三 上 山 7 
で , 岩 此 と 捕獲 岩 の 相互 反応 に よる 特異 な 品 出 条件 を 論じ て いる 。 REY は ; 足尾 


ve ahs 2 


» 


“es A es 


* eA A 
Ht) eleacr Oi, Ay 1 1893 

2) Vogt, J. H. L. ; Silikatschmelzloesungen 2, 1904 

_ 3) Anderson, O. ; Am. Jour. Sci., 39, 407~454, 1915 

is 4) Harker, A. ; Natural history of igneous rocks, 200, 1909 
5) Thomas, H.H. ; Q. J.G.S., 78, 229~260, 1922 

6) Brauns, R. ; 1911 

7) Ple— ; PREM. 岩波 , 39, 1931 

8) 河田 清 雄 ; 地質 , 57, 311, 1951 
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で , PALPIKREI ESET SS LVARMD, “TIRE Lo CHE - RA re 
Dee FS A 

teas, こ ゝ で , 宮崎 県 児湯 郡 美々 津 町 で 採集 し た 人 笑 品 石 包 有 物 を 報告 し , AED RES 
足 忌 の 試料 に つい て も あわ させ 調べ た 結果 か ら , / 未 だ 不 充 分 で は ある が , 2, 3 の BRA 
BIZ ESRD 0 


BH この 研究 に あ た つ て , 熊野 は 村山 正 郎 氏 か ら , 足尾 は 河田 清 雄 氏 か ら , ALA 
野 義 人 氏 か ら , 試料 を 借用 し た 。 木城 に つい て は 特に 片田 正人 氏 の 教示 を 受け た 。 鹿 根 
良弘 氏 は , 不透明 録 物 の 検針 を され , 小 出 博 , RABY, 牛 来 正夫 の 講 氏 に は , RECE 
見 を き ゝ , 河野 義 礼 , 平山 健 両 氏 に は 本 稿 の 校 関 を うけ た 。 

こ ゝ に , 深い 感謝 を さ ゝ げ る 。 


SBlM AKDOKKEPORGACEWOD| 


A AOE, B EE, (Cd D Be, E 新宮 , F SELL. 
G 宇和 島 , H Beil, I 木城 


2. BREMBALETOLRBEAREAD 

EGER CWI OW, 宮崎 県 尾 鈴 山 附 近 に 発達 する 石英 班 岩 , 叉 は 石英 粗 面 岩 質 岩石 
で , 頁岩 , 砂岩 な どの 包 有 物 に と み 閉 し く 不 均質 で ある 。 これ ら の 包 有 有 物 の 中 に は , 董 
BA ARR, 黒 圭 母 な ど を も つも の も ふく まれ て いる 。 二 岩 は , 四万十 層 に 属す る 中 
APH > Reha AC, 接触 変成 作用 は ほとん ど な い (第 2 図 )。 

AAG AHL, 美々 津 町 落 謀 で は 1x2cm? ¢ RELTEOUIS & MOIS. 中 心 部 は 
PERRTIOAS ME その 外側 は 失 品 石 粒 の 集合 , BIMPILS S AXANEBOBAD 
ら な つて いる (第 3 図 ) 。 RHA Ke 0.1~0.0lmm の まる 味 を お び た 半 自 形 で , 多 
く は 濃緑 色 ま れ に RH CHS. RAGA, EMGO BHO 延長 方 向 に 鎖 状 に 平行 
配列 する が , 最 外 縁 及び 球 線 右 の 髪 開 に 平行 な 側壁 で は , 坦 線 石 の 外形 に 垂直 な 方 向 に な 
らぶ (第 3 図 )。 HRAPOS EAs, 1~2mm の ABC, MANIK. Be 
構造 及び 双 品 が 著しく , MGRISASRIERO ARI LMEKMBW CHS Chik, FEO 


大 oe: eee rae 


斑 融 の 斜 長石 と 全く 同じ も の で ある 。 Mie 5km BAORAACL AAS 
第 2 図 ROME ERO に 小さ く , BS 8Smm の ほぼ 円 形 で , Hovegewpyier 2, 
a gs SEB CRBAMDD EY, その 外側 を , AEBHER 2 Y 
(破線 は 中 生 層 ) まい て いる 。 RigHA, PR, ほぼ 一 方 向 に 平行 配 
é 列 す る こと な ど , 多く の 性 質 は , 全く BRL MCAS 

(第 4 図 )。 : 

3. BEBRAOLRERASBYOR AICO 
いて 2,3 D#¥B . 

BADAYORR BEORLADHWE BTCA 
る と , BRAC ORG MER FARFIEFTS 
PRAMS. En (BSN), SRARAMRaKwMWesS x 
さがわ ね わか が かる 5 

し か し , 尾 鈴 酸性 岩 が 中 生 層 及び 大 部 分 の 包 有 物 に あ 
た えて いる BREE CHK Bite. PREECE 


aU Si REAR Y 72 VAR, わずか に 出来 て いる こと が あ 
A: 延岡 , BB : 22, C: BILGE CNBERAPERBAOD 臣 品 を つく る 変 


Rell, D : ABER REMI. は る か に 高度 の 変成 作用 の 産物 で , Boe # 
BE ORDER OOH — 覆 岩 療 に と りこ まれ る より 以前 に , 既に 深部 で 変成 作用 
BIG CWRLEBASNS”, KRHABAMOM ECS BRAK COBRES UIA © 
LRABEMSARCHS3 。 

失 品 石 包 有 物 で , 作品 石 と 利 長 石 の 関係 を 見 る CRRAHRARAH CARA LOT 
横断 され た り , 穴 唱 石 粒 が 生長 石 と 和信 りく ん で 形成 さか た り し て いる (BEM), これ は 
RABISR aM, AR, また は ひき つづ いて 形成 され た こと を 示し て いろ る 。 2OME 
Ald, 前 に の べた よう に 母 岩 の 斜 長 石 斑 品 と 同じ 性 質 を も ち , ARBOAMMLe Zon 
る 。 し た が つて , RHACER 尾 鈴 酸 性 岩 に よる 変成 作用 で 形成 され た も の と 導 え られ 
る 。 

笑 品 万 の 形成 過程 RADA RHA POMCHMAL MISRDE DICE 
り ま いて , BRAD AMC, BHM LICZOCRAAMABCRK ANTS, KRHALE 
RADI S LS と, RHLERACM EL CABCHS (第 7 図 )。 こ れ ら の 事実 は , 
傘 卓 石 が 寺 線 石 を 交代 し て 形成 され た こと を 示し て いる 。 

これ ら の 観察 だ け か ら Cd, 人 穴 品 石 の 形成 過程 を 論ずる に は 不 充 分 で ある 。 し か し 。 あ 
えて 考え て みる と , REAOBMILAE LAAMOMALER LD, 包 有 有 物 内 部 で の 変成 作 
用 , 一 種 の 変成 分 化 作 用 の 方 が より よく 説明 する の で は な か ろう か 。 次 の よう な 点 る も , 


1) ZO RIS EW CRABBY, Laachersee で Brauns も 既に の べ て いる 。 熊野 
Cli, RHA * ERAUDHMA 結晶 片岩 質 包 有 物 と し て 報告 され て いる (BE ZH)o 
同様 な 変成 岩 と の 関係 ほな , 欧州 の 多く の 例 , 例え ば Bavaria (Richarz), Mull (Tho- 
mas), Lipari (Bergeat) ,, Eugareen (Cornu), 及び A. Lecroix 等 の 多く の 例 る あ 
Zo ご の よ ょ うな, KKREDOREADBBMD, くり か え し 変成 作用 を うけ る こと で 形成 さ 
れ た こと は , 後に の べ る 人 穴 唱 石 包 有 物 の 志 域 性 に よ つ て る 支持 され る 。 


My 


ctr 
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第 8 図 第 9 図 第 10 図 
第 3 図 BORMEORBOAGA OAM 


CHR Mia Otis ARO Sei as 

REORMAGAM CS ZERAHICM & 1 SRO EARP 
YEO DBD Cin Ant & AR OFAEBS ER 

EO WAT) CEA b Rib AD Bean BER 


2 

PSS 
RE RER 
xs 


x“ 
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第 8 図 足 恒 , 沢 入 花 賠 関 緑 岩 中 の 失 卓 大 包 有 物 (河田 清 施 氏 の 試料 に よる ) 
第 9 図 熊野 酸性 岩 の フ ェ ル ト 状 寺 線 石 と 失 品 石 の 包 有 物 (村山 正 郎 氏 の 試料 に よる ) 
第 10 図 熊野 酸性 岩 中 の 作品 石 包 有 物 (村山 正 郎 氏 の 試料 に よる ) 

3S : aa. A: Bee. PRP: Sieg. F : ger, K : Sgr. 

B: Res. C: ea. GC: gh. 
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後者 を 支持 する よう に 思わ れる 。 

ReAAEWO 原 岩 は 共存 鉄 物 か ら 考 える と , ふつ う の ば ん 土質 変成 岸 で あぁ つて , & 
に Fe, Al に 富み , Si に 逐 し い 特 殊 な 成分 を も つて いた こと を 支持 する 事実 は な い 。 こ 
の 点 は 母 岩 の 岩 紅 に つい て る 同様 で ある 。 

また , 日 本 や 世界 の 多く の 失 品 石 包 有 有 物 の 母 岩 を みる と , 石英 班 岩 か ら 支 武 岩 ま で に 
わた り , 多様 な 成分 を も つて いる (GH) CORABOEBK BY CRAAOBM RAL 
く 似 て いる こと は , 母 岩 此 と 作品 石 包 有 物 と の 聞 に , 化学 的 相互 反応 は , あま り 行 われ な 
MOC ERE TWS 

4. BROKKSORREAAYUO 2, 3 t2DT 

地域 性 日本 で 人 失 品 石 包 有 物 の 多く 知ら れ て いる 地域 は ; 主 に 西南 日 本 外 帯 , 領 寮 ・ 瀬 
戸 内 帯 及 び 足 選 山 塊 な ど で あ ぁ ある (第 1 図 , 61), EHLOR BI, 西南 日 本 外 帯 及び 


Ge 1 ze ae a no 


se Mine eae RVD 2 AIS 
a 
Ala | tities EU es ee 


| [assez . RS 
| mae, BE: Roe me 2 ay 
Shee Fe pdans ER 7 = bare 2 rey 


Na 


Ba ese eats Soe 


HEBER EY SEA KH, + 


| at ne 3 Cae ERR» 


| (1) FPR EL ee: 

D | eve Te | 殆 ん ど な い |(2) peepee Zee, KOSH, BMG 

| | | 石 に 取り 券 か れる 

| | C1) ORL A ae | RHEE, REBRBEGL, 

ETT 熊野 | 石英 班 岩 eR aT OT: cA, 鋼 玉 , a 
| Aci mS A A 


EE ean: 7. RETORTED, AT. Oat, 
Kees ルス 巻く 線 石 EY BA 


G | 尾 鈴 山 Axe | 殆 ん ど な い ERATOR. AA, RR, ERG 


| RESCH mar AE Sx, SEB, RE, te 
Hom Emme ER 


1) 最近 , 山田 直利 氏 は , 長野 県 飯田 附近 の 花 論 疾 か ら 』 IRAN, 北九州 北 松 
岩田 地域 の KREG, 緑色 失 品 石 を も つ 包 有 有 物 を 発見 し て いる 。 HROBERE ME 
謝 す る 。 ene ho a Ly yen rire 
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aR HRN Ci, EREBREA ARHAERURUSC RHA BERRA 
‘Wisk ELD EWOCHS 上 足 選 山塊 で は , TERRE RUB RES CRB LL, Ris 
大 は 鋼 玉 を と り ま いて いる (第 8 図 )。 

この よう に , 和 挫 品 石 包 有 物 が ほぼ 限ら れ た 地域 に 多く 産 し , 母 岩 に 関係 な くそ れ ぞ れ の 
地域 に 特性 を も つこ と な は, RAAB. 基 毅 の 岩石 に 由来 し , ZROBADIERICK 
きく 関係 する こと を 老 え させ る 。 ; 

突 唱 戸 の 成因 "日 本 の 主 な 作品 右 包 有 物 の 産地 , 木城 , SMS WM, SEW. 熊野 , 
RE, 日 光 な ど に つい て みる と , 作品 石 包 有 4 物 は 何れ も 尾 鈴 山 と よく 似 て いて , も と も と 
ば ん 土質 変成 岩 が 火成岩 に と りこ まれ て , くり か え し レ し 変 成 作 用 を うけ 変 下 分 化 作 用 が お 
き , Al に 富ん だ 変成 然 物 を 交代 し て 余 唱 石 が 形成 され た と 考え られ る (別表 )。 

これ ら の 中 に は 必 鈴 山 と ちがう 産 状 と し て , 熊野 で は , まれ で は ある が フェ ルト 状 の 針 
RERARSAKO RIS, か な り 大 き な 半 自 形 の 人 笑 品 石 が 汗 線 石 の 伸長 方 向 に の び , この 集 
合体 の まわ り は , 人 和倉 長 石 帯 で と りか こま れ て いる 包 有 4 物 が ある "(第 9, 10K). COME 
で , 黒雲 母 は し ば し ば フェ ルト 状 理 線 石 に 交代 され て いる の で , CORBA - BRAAB 
物 る 黒雲 母 を 交代 し て いる の で は な いか と 療 えら れる *。 こ の 包 有 4 物 で , RHA KH 
が ふえ る 部 分 で へ り , FMOB~4ESAZSMMBSAS Ibis, 作品 石 の 形成 が 岩船 達三 9 


DBE CHL COS LIK, 原 包 有 物 中 で の BRAC LZSOCHSZILER: 


eeu Org 

また , AU PCkLUYY の ざく ろ 石 安山岩 で , 失 品 右 が , ざ ぐ ろ 石 , FPS EK 
っ つつ まれ て いる 場合 も , 上 に の べた よう な 変成 分 化 作 用 に よっ つ て , 形成 され る の で さき な い 
か と 考え られ る 。 

要する に , 日 本 の 炭 成 過 の 人 失 品 石 包 有 物 の 多く は , 原 包 有 有 物 中 で の 変成 分 化 作 用 に ょ うつ 
て 形成 され た も の で は な か ろう か 。 原 包 有 物 は , 既に 火成岩 に と りこ まれ る より 前 に , 変 
成 作 用 を うけ , Al に 富ん だ 変成 鉱物 が つく られ , SORME RRL CRAM nr 
CC る うわ 4 れる 0 

Danie IDs Se 

一 般 に , 火成岩 の 包 有 有 物 の 性 質 に は , BARE, VRE E Lic, BRIER 
に よ つ て 説明 され る も の も か な り 多 いよ う で ある 。 

また , 日 本 の 作品 石 包 有 物 が , くり か え し 変成 作用 を うけ た も の で ある こと 、, 及び その 
地域 性 か ら 考 える と , “NMSORAAABW EBT ZH O BA ik, ALBERS 
が 存在 する こと が 推 議 され る 。 こ の 点 は 今後 の 地質 学 的 検討 に まつ も の で ある 。 


1) Okubo, D. ; 東大 卒論 , 1940, Hachisuka, H. ; 東大 卒論 , 1941. 

2) Richarz (1924) は 北 Bavaria の 去 武 岩 の 包 有 物 で , BBEE 交代 し た フェ ルト 
TREERR A tL Rab AO mbH EHR LTS 

3) Iwafune, T. ; RA2E3R, 1939. 

4) PVE ; HH, 26, 33~60, 1941 

5) KA 3 Sh, 27, 53, 1942 
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7868, X 線 紛 末 写真 に よる メ 錠 ミタ ト 鉱 
Berman, J. 

7 bis, 加熱 する こと に ょ よ 
rt と が 出来 る 。 
OVALS > SY Mae DTS = Rl 
—%7<yvy, brannerite, 7, 1 7vy 
右 > サマ ルス キー 石 , 福 焦 石 , davilite 等 
DAP LTRMe:, 多く の 産地 の も の 
に つい て , SUX 7, 加熱 条件 に よ つ て 系 
統 的 に 研究 し , その ぶ 線 粉末 写真 デー タ 
ーー を 一 括 表 示 し た 。 CORR, Lido 
物 は ※ 線 粉末 写真 に よ つ て 決定 出来 る 。 
iH fe (LAKE CHT SAMO ある も の 
は , 多く の メタ ミク ト 鉄 物 が 結晶 化す る 
温度 に 熱 す る と 構造 が 変化 する 。 メタ ミ 
クト SME, 加熱 に よ つ て 生成 時 の 結 品 
構造 に も どら な い 。(Am. Min., 40, 805 
~827, 1955) [横山 〕 
7869, 電 無 戸 の 成分 と 物理 的 性 質 の 変化 
Staatz, M.H., Murata, K. J., Glass, 
ies Js 

Corolado, Brown Derby ペグ マタ イ 
ト の 周辺 部 か ら POACBADBBAD CE 
する . 電気 石 に つい て , その ク と 化学 成分 , & 
量 元素 , 色 , 屈折 率 の 変化 を し ら べ た 。 
この ペグ マタ イト は 周辺 の 部 分 に 於 て は 
cleavelandite-quartz-lepidolite ペグ ゲ マ 
タイ トト で, 中 心 部 は albite-quartz ペ グマ 
タイ ト で あり 。 各部 分 に 特徴 的 な 各種 の 
電気 石 を 産 す る 。 周辺 部 に 産 す る る も の は 
黒色 で ある が , 中 心 部 に 近 ず くに つれ 濃 
ik > 淡 緑 及び 桃色 と 変化 し て お り , 
屈折 率 (@) は 1,655 か ら 1.635 と 低下 
2 $4. BRAD K, Rb, Cs, Pb, Be. 


及び i は 中心 郭 に 向 つ て 増加 し , Fe, 


Mg, Ti, Na, Co, Ni, Cr, V は 減少 す 
Do BE Tee 72 ZEEE, EMA TCHS ae 
tEliongaer お いて み ら れ , 周辺 部 の 
BAG Fe に 富む が 中心 部 に 向う に fe 
RIS Laie Lice A COS, 
(Garor OC EDEN NE Ol CE 
は 余り 変化 が み ら れ な い 。 Mn, Y, La は 
中 間 の 位置 の も の に 多い 。 (Am. Min,, 
40, 789~804, 1955) 


7870, Fahy murdochite Fahey, 
J. J- 
FY YF I Pinal County, Tiger yc 


ぁ る Mammoth ila, Hy ¢ d: GREE S 
a7z Au, Mo, V OSI CH SM, 最近 
は Pb. Zn, AS EMAILL TC, AMM, 
BHR GR SR SRR L CUS 共生 鉱物 と し 
て wulfenite, #iaggr, willemite, di- 
optase, Ma, 石英 等 が 産 す る が , この 
wulienite 及び 上 壁 石 の 表面 に 共生 し , 大 
き さ 1mm 以下 で ; 光沢 の ある 黒色 八 面体 
結 品 が 発見 され た 。 DUE 4, 比重 6.47 で , 
化学 分 析 の 結果 は _CuQO-67.24%, PbO, 
30.53, Fe,O, 0.17, SiO, 0.05, AY Tf. 
Lia eoOwOr ere Os (uae Cu, Ee bes 
で 示さ れる MUMCHS ~EMHPo 
鉱物 名 は Murdoch 教 披 に 因む 。 (Am. 
Min., 40, 995~906, 1955) (MIL) 
7871, Murdochite Mfisisis 
ChristheC wine Clark, J. 4Ro 


¥ 9k murdochite Cu, PbC, % X 
線 的 に 研究 し , 結晶 構造 を 決定 し た 。 等 
軸 品 系 に 属し , 単位 格子 恒 数 は qo=9.2 


= 


10A で , ZeRHRt Fm3m。 単位 格子 は 4: 


分 子 よ りな り , 面 心 格 子 状 の NaCl AH 
造 で ある 。 即ち 単位 格子 中 に 32 個 の O が 


(RAI: 


2 7 Ui GR SS sb 


FEEL» Cu2t+ と Pb*t tx 6D Ol 
と りか こま れ て , 共に 八 面 体 状 に 配列 し , 
金属 イオ ン の 位置 に は 卒 位 が あぁ る 。 この 
構造 は Mg。 Mn Og と 同一 で ある が , 
Cu*+ が が 八 面体 状 に 配列 する 最初 の 例 で あ 
る 。 こ れ と 同じ 構造 を 有 し , Pb>Cu の 
Kin, EOBRTIUSF iil Bisbee の 
Higgins 久山 か ら 発見 され た の で , これ 
ら の 問 に は 固 深 体 関係 が ある 。 Murdo- 
chite の 計算 比重 は 6.1 CHAM 測定 
値 が 試料 に まつ で て 異 る 。 これ は Pb? ys 
Cutt を 置き か える 為 で あろ う 。 (Am. 
Min., 40, 907~916, 1955) [横山 


Tr ンー 


岩石 召 及 び 火 山 時 


7872, Teschenite } crinanite 
Wilkinson, J. F. G. 

Teschenite と crinanitetzAIc kU 
ZBACMATAZBMRE LC 使用 され て 来 
た 。 TTeschenite は 1861 年 Hohenegger 
に より Moravia の Paskau PEO BK 
層 中 に 導入 し た KREIS LO CBA 
ざれ た も る ので, 1869 年 Tschermak (i= 
と し て RA AWA, PHS, 方 沸 石 

LUMAR ALRAICM LL 之 の 名 を 使 
用 し だ た 6 Crinanite yx Argyllshire \cp# 
する 北西 方 向 の 或 る 種 の 岩 脈 に 対し 1911 
年 Flett に より 用 いら れ た も の で ある が 
同年 Flett (22 & FARE, EER 
SHEA EDEL, 相当 量 の 方 沸 
石 と 他 の 沸 石 類 を 持つ 暗色 細 粋 の 塩基 性 
岩石 と 定義 し た 。 著 者 は 多く の 人 に ょ り 
使用 され た 之 等 の 名 称 の 両 岩 右 を 検討 し 
C, WERE A ANS Cz ¢. crinanite 
RIEL TH KDR BSNTWHS tes- 
chenite 74H eHINS CHSLERG 0 
BH |x 192342 Walker ROKYMs eI 
と し て 定義 し た teschenite 即ち SRA 
(一 部 又は 惑 く 方 沸 石 化 )) FI 


Tie, RAAF VV BROS LY 多量 
の barkevikite LB ria t+ ERD L 
し , BA Hoe, TIARA 2tFYV 
a RE, Rika KR alee 
する 鉱物 組成 を 持ち 。 オ フェ テッ プク Ble 
HO ALE & FH ORE BIR ZO BMA 適当 
CHZEB 6 (Geol. Mags.; 92, 282~ 
290, 1955) (AE) 
7873, New Mexico, Socorro 
County, Ladron Peak 附近 の スピ ラ 
4 bRHAS Duschatko, R. W., 
Poldervaart, A. 

Ladron Peak DAH GEO 上 部 二 
eRe o S Yeso Reale AS 100~ 
1SORD BECBARALK-BRO HARE 
ライ ト 質 岩石 を 産 す る 。 郊 入 岩 類 は 次 の 
如く 3 群 と 夫々 の 亜 群 に 分 類 出来 る 。 1 
黒色 , 玄武 岩 質 及び MERA, 
) BEG, (b) “AES, (c) HLAZ 

2; 中 間 色 , VRSAESHAKR 
ape, (a) AMALIE GS ES, (b) PRS 
3; 8A, MATAR TVET bs 
(a) 少量 の 石英 を 持つ も の , (b) 石英 の な 
WSO ZEBAD 化学 分 析 及 び 分 光 分 
析 の 結果 で は , 化学 組成 及び Ba, Ni, Cr 
の 分 布 が 不 規 則 で あぁ ある 事 , 双 ジル コン の 
形状 に 種々 の も の が 存在 する 事 等 か ら , 
それ 等 岩石 の 一 部 は BRED LOCH 
a 

叉 変質 作用 が TASS CH SABES 
arse 含有 する 母 岩 が 熱せ られ て 生じ 
7A SED, 特に 硫酸 根 の 影 導 に ょ る 
も の と 推定 し て いる 。 (Bull. Geol. Soc. 
Am., 66, 1097~1108,.1955) [植田 う 
7874, SEROSRLCORE BR 
Yoder, H.S. Jr., Eugster, H. P. 

FERD BEAO SM PE SEBO 
か ぎら れ て いた が , Bee OH を 含 な 
金 雲 母 の 合成 に 成功 し その 安定 域 を 7 
5;000'psi' の 水蒸気 圧 ま で 測定 し た 。 ZH 


下る BR 


+P 
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定 域 の 上 限 以上 で は SESE LAE 
+ Ela + KAISIO, ( 斜 方 ) + 水 恭 気 に 分 
解す る 。 こ の 様 な 金 雲母 に は 1M (1 BB 
4), 2M(2EHA), 3T (3 層 三 方 ) の 3 つ 
の 多 形 が あり, X 線 に よ つ て 1M と 3TH 


区 別 は 不可 能 で ある が , 2M は 区 別 し 得 
Bo これ 等 ヵ 圭 母 の 生成 の 様子 を 鐘 下 に 
検 し た 。: こ れ 等 の 圭 母 の 天然 の 岩石 中 に 
お ける 産 状 を 見 る と , 茸 土 に 富ん だ SS 
母 の 含ま れる の は 超 苦 鉄 質 岩 石 と 大 理 石 
中 で ある 。 これ 等 の 産 状 を SERORE 
度 の 立場 か ら 考 祭 し た 。 ま た 水 成 岩 中 に 
お ける 雲母 類 の 生成 や BREED. LO 
実験 結果 と よく 比較 する こと が で きる 。 


_ + (Geochim. Cosmochim. Acta, 6, 157 


~185, 1954) (AJ 
$838k & 


7875, Bolivia, Corocoro #7AO# 
SAP Entwistle, L. P., Gouin, 
L. O. 

当地 域 の 地質 は 鮮新 世 Ramos (A 
@, De, Bs), Vetas 系 (ad, 砂岩 
fEBBMS) . よ りな り , これ ら の 地層 中 
に 糞 鉛 鍼 , 自然 鋼 が 層状 , BRE な し て 
WTS. 前記 Ramos 系 に は 自然 銅 が 
BAC, SCORCH IIIAEHIR, FLEA 
FRAG, TKIBLEO 三次 鉱物 が 生じ て い 
Bo 一 方 , Vetas 系 で は PHMARERD 
Ske, talc EDA, PAREAOK, Tt 
PACK EES 9 MUA OSE 詳細 に 研究 
Lee, 1) KRSM FEry, 
広範 な 母 岩 の 変質 も 認め ちら れ な い , 2) K 
ALS MBO, 特に CO HICH 
中 し て お り , 3) 地層 堆積 当時 の 樹木 の 組 
織 を 鉱石 が 交代 置換 し て いる , 4) EO 
解析 に より 地質 時 代 の 流水 の 方 向 と , gh 
体 の 傾 谷 方 向 が 極め て よく 一 致し て いる , 
| 5) 大 成 源 鉄 床 に 普遍 的 な 黄 鉄 鉄 が 認め ら 


_ ~570, 1955) 


れ な い 事 等 が 判明 し , これ ら の 事 か ら , 
当地 域 の 鉄 床 は BSAA DS Hh BER Oi 
程 に 支配 され て 洗 濾し た 水 成 鉱床 と 思わ 
れ COMM 何れ か ら も た ら さ れ た か は 
上 明らか で な い 。 (Econ. Geol., 50, 555 
Chal ibze) 
7876, HOF RERIZ お ける CO, gH O 
可能 性 Garrels, R. M., Richtes, D. H. 
CO。 に 関す る 物理 化学 的 な 性質 一 V 
(容積 ) 一 P( 圧 力 ) 一 「( 温 度 ) の 関係 , CO。 
—H,0 ROARS, 比重 と P, TE 
の 関係 , 水中 の CO, と HOWL O BS 
係 等 一 より CO。 が 分 離 想 と し て 地 中 に 存 
在 し , これ が 水 同 様 な 深 尋 と し て 鉱物 成 
分 を 落 解 し , 鉄 化 ガス また は 銘 液 と し て 
の 役目 を 果す 様 な 場合 が 考え られ る 。 
CO。 は 地表 で は 水 に 比 し 甚だ 大 きい 比 容 
積 を 有 有 し 一 見 その 性 質 を BLS Bless 
が , 地下 深 所 で 次 第 に 圧力 が 増加 する と 
共に 急 に その 比 容 積 を 減少 し , 例え ば 正 
規 の 地温 色 配 下 で 約 1000ft( 岩 圧 ) の 深き 
で その 比重 は 臨界 点 に 於 する CO。 液 体 の 
それ と 略 々 等 し ぐ な り , 12 の 深き で 
は 更に その 密度 を 増加 し て KOLB 
々 近 ず き , 最早 や ガス と し て より 液体 と 
し て の 性 質 の 方 が 強く な り , 落 媒 と し て 
の 性 質 を も 具備 する こと が 一 店 考え られ 
Bo Ere CO。 の 分 離 相 が 炭酸 塩類 や BR 
IRS eat SHS Ic HAT ME, = 
の 岩石 中 に 包 有 され る 水 に これ が 落 解 し 
TCinN6 OVALE RISL, その 成分 を VE 
解 含有 する 様 な 場合 も ある 。 この 様 な 
CO, BRE DHS t 思わ れる も の と 
し て Colorado 高原 に お ける VIVO 
の 例 を 説明 し , また 地下 に お ける CO。 分 
離 相 の 実在 例 と し て 大 山 の 噴気 ガス や 温 
泉 , 天然 ガス 及び 鉱物 中 の 包 裏 物 等 を 源 
げ て いる 。 (Econ. Geol., 50, 447~458, 
1955) (HA) 
7877, 前 カン プリ ヤ 紀 答 状 鐵 鉱 の 成因 


抄 4 es BG DU AR AS as 


Alexandrov, E. A. 

» FEARGRGL OAL DURA FED STR WIC, 
化学 人 的 実験 を 行い Fe,O3, SiO, の 溶解 ・ 
JEH - TREE IC つい て 次 の 如き BB 
を 試み て いる 。 即ち Mesabi Range 産 
PRES 50% FER HEEHR 50% を 100 2 
Y Yall DR, 混合 し た も の を , 泥炭 が 
ら 抽 出し た 落 液 中 で Fe20。, SiO, それ ぞ 
TOMER, VOR cx ORG EC 定 
量 し た 結果 1) 一 定 温 度 (16.6°C) に 於 て 
PH の 増加 (3.9 っ 6.1) に 上 比例 し て その 落 
解 度 を 減ずる が , 溶液 の 温度 , 溶解 時 間 
は 殆 ん ど 影 響 が な い 。 2) P 了 一定 で 温度 
GLAAD Fe,0,/SiO, 落 解 率 は 
20°C 以下 で は 増加 し , それ 以上 で は 減少 
する 。 3) 異種 の 沙 解 液 は 異 つ た 溶解 能 
を 有する 。 4) 温度 , PE 一 定 の 時 , Fe, 
O。 TARR EGP L CRE & HSL, SiO, 
VAR RIC FRAME T S72, LSU 
量 は 減少 する 。 上 記 の 結果 か ら , AIR 
鉱 を 構成 する 酸化 鉄 は 寒冷 期 に 於 て , 
材 (恐らく 塩基 性 含 鉄 填 酸 塩 鉱物 ) か ら 深 
解 し , FERRIS YRC LL, これ ら の 
威 分 が 静か な 前 カン プリ マ 紀 の 地質 環境 
に 於 て 順次 運搬 され , 交互 に 沈 浪 堆積 し , 
PALES NS ED TRAE S ALD 
の に と 思わ れる 。 (Econ. Geol., 50, 459 
~468, 1955) CB Bae) 


Bt 鏡 床 挟 
7878, 北東 部 Aiberta, McMurray 
層 中 の 現地 洒 並 びに 戸 洒 の 成因 Corbett, 
(WS 

北東 部 Alberta の 下部 白亜 紀 に 属す る 
Mc Murray 層 は “Athabasca tar 


sand’ yx “Athabasca bituminous 
sand” & WA bn SBA Me 
が み ら れ る が , その 起源 に つい て は 特別 


の 生成 条件 が が 心 要 と 考え られ る 。 先ず 地 
質 学 的 に は 第 一 に 下部 白亜 紀 の McMu- 
rray sand の 演 積 と 同時 に その 中 に 現地 
で 根源 物質 が URL, 第 二 に 油 が 下位 
GAB Pb BAn TC 堆積 盆地 内 側 に 
積 動 し て 来 た と いう 考え 方 が 一 応 な さ 
れる が , 等 者 は 結論 と し て この Me 
Murray oil の 大 部 分 の 根源 物質 は 植物 
DHA ANZ humic aciu に よる も る の と 
考え る 。 その 理由 と し て , 堆積 物 中 の 有 
機 物 の 性 損 及 び その 量 的 関係 , 炭 質 物 に 
‘arto ute OYEZK gs humic acid に 富む こ 
と か ら こ の 根源 物質 を post-earlv De- 
vonian に 帰す べき こと , 更に 一般 的 に 


大 部 分 の 油 と BRO WAS 関連 する こ 


と , 並び に McMurray asphalt 層 の 堆 
積 環境 特に その 中 の asphalt KOMAO ~ 
FERS CAKES! 有機 物 の 沈 積 と 
同時 に 行わ れ た も の で あろ うこ と , 例え 
(SB WHO asphalt 質物 質 が 淡水 沼沢 
に 海水 の 混入 する よう な と ころ で み ら れ 
る よう な 場合 で 説明 され る 等 , WED 
Ae あげ る BA で きる 。 この asphalt 
様 物質 の 中 に は 堆積 物質 中 の 植物 筑 即 ち 
種子 , 胞子 , 樹脂 物 等 が 認め られ る 。 
然し この McMurray 層 の 埋没 深度 の 点 
で 圧力 と 温度 が READY, 本 層 中 の 
の 油 は 通常 の 原油 性 状 は 持て な か つた な た (等 
者 の immature character), DELO AYA 
生成 上 特異 な 解釈 に 対し て Hume, G.S., 
Gussow W.M. C., Hamilton, F. J., 
Sproule, J.C. Sic kL SNA PAV MA 
られ , 本 層 中 の 油 の asphaltic で あぁ る と 
いう 特性 や , その 他 地 質 的 な 条件 に つい 
て 種々 論 ぜ られ て いる 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 39, 1601~i64 
9, 1955) [加藤 ] 
7879, Sedimentary structure|z= 
$< BEORss Packham, G. H. 
従来 の 砂岩 の 分 類 は , 一 般 に 構成 鉱物 , 


ip 
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組織 の 特徴 に の み 基 ずい て いる も の が 多 
く , 従 つ て 成因 的 意義 の 面 か ら は BEX 
BLEW. この 欠点 を な ぐす た め , 物理 
WEPRRU 堆積 作 因 を 示す 成因 的 特徴 に 
基 ず いて 分 類 を 行 な つ た 。 漁 水流 (tur- 
bidity current) に よる deep water の 
堆積 物 と , traction current に よる sha- 
llow water の 堆積 物 は , 夫々 特徴 ある 
堆積 構造 (sedimentary structure) を 示 
し , この 堆積 構造 に より 2 つの 型 の 砂岩 
に 分 類 さ れ 得 る 。 この 2 型 の 砂岩 は 夫々 
NEMA, 組織 に より 更に 細分 され る 。 
1) deep water の graywacke suite; 
WED matrix 部 分 で な い quartzose 
material の 百分率 に より , その 少 い 方 か 
& labile graywacke, sublabile gray- 
2) shallow 
water の arkose-quartzose sandstone 
suite; 上 訪 同 様 の 百分率 に より , fea 
起源 の arkose, felspathic s.s., quart- 
zose s.s., 及び fEmB RIB CHW labile 
s.s., sublabile s.s., quartzose s.s. (Zz 
分 類 さ れる 。(Am. Jour. Sci., 252, 46 
6~476, 1954) (An) 
7880, #BSBPOSNAy Polder- 
vaart, A. 

本 論文 は 堆積 岩 , 火成岩 , 変成 岩 中 の 
ジル コン に 就 い て 述べ よう と する その 最 
初 の も の で あぁ る 。 ジ ルコ ン は 堆積 岩 構成 
Gh Ee DEED HS 鉱物 の 一 つ で あ 
る が , これ は 必ず し も その 硬度 の 高い た 
めで は な くさく, 化学 的 に 安定 な こと , Rese 
料 が 小さ いこ と , BAO 発達 が な いこ と 
等 に よる 。 叉 ジル コン は 一 般 に アル カリ 
溶液 で は BANDS, YUVA BT 
は 分 解 し Zr が 水 酸 化 第 二 鉄 に 錯 イ オン 
EL CRBANZIODLBASNS FE 

て 頁岩 中 に は 6 Zr の 大 部 分 は ジ 
ルコ ン と し て は 存在 せ ず , RREBOKH 

LED Zr} 堆積 輸 廻 の 最終 産物 と みな 


wacke, subgraywacke, 


EARN NGOS RE 
在 し な いも の で あら う 。 ジル コン の 堆積 
岩 中 に 於 ける 大 き さ と 形 に つい て みる と 
円 味 を 帯び た 結 品 料 か , 或いは 角 ぼ ば つた 
も の が 圧倒 的 に 多く , 自 形 結晶 は これ ら 
に 次 いで いる 。 平均 の elongation raito 
は 一 般 に 2,0 以 下 で あぁ る 。 Mab KEL 
る 20 て ジル コン の 平均 の 直さ きま 
小さ く な り , 円 味 を 帯び た 結晶 粒 が HRS 
し , 角 ば つた 結晶 粒 が 増加 する 傾向 に あ 
So 単に 堆積 岩 中 の ジル コン の 大 き さ と 
形 の 分 布 に よる 古 地 理学 的 な 研究 は 有用 
で な く , その 他 の 重 鉱 物 と 関連 し て 研究 
し て 始め て 効果 が ある 。 最後 に 堆積 岩 中 
の ジル コン に 関す る 2~3 7 実例 を 挙げ ば, 
多数 の ジル コン に 関す る 文献 を 引用 し て 
いる 。 BES Snes lAXMtee 
AP ORMO 分 離 方 法 , 測定 方 法 の 実 
共 が 穫 立 つ で あろ う 。 (Am. Jour. Sci., 
253, 433~461, 1955) (an) 
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7881, 地下 水 及 び 地 表 水 中 の 放射 能 
Judson, S., Osmond J. K. 

アメ リカ 合衆国 基 の 他 77 地 方 の 地下 水 
及び 地表 水 の U 含 有 量 と SHORES VE 
し た 結果 で は USA His 0.02ppb と 4 
60ppb と の 間 に あ り , 何れ も 測定 可能 な 
BOULZELAIoZOUME (ARO 
状態 で ある か , コロ イド 粒子 の 大 き さ で 
懸 吊 の 状態 に ある か は 不明 で ある 。 Colo- 
rado 地区 の Grand Junction の カル ノノ 
AGRE 地層 か ら の 水 は , 鉱 化 作用 を 
受け な い 地 層 の 水 に 比べ て 圧倒 的 に じ 倍 
共 量 と 全 放 射 能 と が 多く , AV) THO 
DOD USK & FEO DBO ACBL TE AR 
明 で ある が , LORDS ADEM UKM 
の 地 化 学 的 探訪 に 役立つ だ ろう と 云 つ て 


抄 3 HBO MMR EAB 


いる 。 PH と USHBL と の 関係 は は つき 
NY Us woe, 東北 Wisconsin の カン プリ 
TYOD#ER HA’ O7k Cd PH 2B 7.4 ds 
ら 8.0 に 増加 する に つれ て , USB 
減少 し , 叉 放射 能 が 増加 する に つれ て FH 
素 る 増加 する 傾向 が 見 られ た と な 到 う 。 is 
薫 発 残 湾 の 全 放 射 能 は 時 聞 と 共に 減少 を 
Moo (Am. Jour. Sci, 253,>104~ 
116, 1955.) : [植田 〕 
7882, A10 一 K10 に よる 地質 年 数 の 決定 
Wasserburg GI Haydon R. J. - 
Ko ORME RREIC EDC AM RAT 
る こと か ら , MBM MPD A? と KL 
の 上 比 を 測定 し , A に PRBERA DS な いも る の 
と し て EOKMOMERME BHT SY 
DCs SWEAR O IRE C 現在 最も 信頼 
HseZ Pbh—U xe JERS FTOTHSo 
ZEDICR EEC BD OL TC MBRA & 
AV 7 VER UM 共存 する 産地 の BA 選 
U, Zc TC AM—K*, Ph—Uiz k 
る 年 数 を 夫々 算出 し た 結果 は , 一 般 に 近 
WL7e fas Bon TwSR, A—K” 
WEARER DUALS 値 を 示し て い 
る 。 之 の 原因 と し て 試料 を すり 潰す 時 の 
A DIRE BATH AXO—K* HED 
WE FL». PY 7 v BO Pb, V, 
Th の 各 同 位 元 素 か ら 之 の 地質 年 数 を 算 
出し た 結果 に ろ つい て る も 合せ 記載 し て いる 。 
(Geochim. Cosmochim. Acta, 7, 51 


~60, 1955) (he) 
7882, PRRRKIC ES SRE ROTS 
Schmidt, K. G. 


BS  OBEWR MS VRIRKS RIC k OCA 
され る こと を 利用 し て HEE, BEB 
次 まれ る iree silica #HBCEA, 4 
ず PO4(84.596) BAKKE C250° 
に 熱し て HyP,O, と HPO。 の 混合 物 を 
作る 。 MABE Ute HRBAM 0.1e eG 
EKG CO, 上 記帳 剤 と 共に 275° に 加 
熱し , 坦 酸 塩 を 分 解す る 。 冷却 し た 後 , 酒 


右 酸 アン モン 0.02g と 酒石酸 の 結晶 1 個 
を 含む 50~860cc の 熱 水 に た 沙 解 し (Si( 〇 
A), の 尻 状 洗 小 の 出来 る の を 防ぐ ), 濾過 
する 。 残 准 を 覆 酸 酸性 の 熱 水 で 洗 浴 し B 
酸 塩 に 由来 する HH431O4』 を 除く 。 次 いで 
i HCW(4A%) CBEHRL C Al,O, と PeReHR 
を 落 解 し 去り , BRC MERRIE OKC CY’ 
が 認め られ な く な る まで 洗 浴 す る 。 BB 
(REE) IUKi6 Uta L.HE+H, 
SO, MEE SIO F RD, IHF YHOT 
遊離 理 酸 と する 。 HEMI 0.75mg 
DEA BIE 全体 の 操作 を 繰 返 す 必要 が ぶ あ 
So 店 以 上 の 操作 に より 不 藻 性 と し て 残 
OO AT I T= RD 
Li - ム ル 石 ) ある 種 の 長石 類 等 が ある 。 
(Ber. deut. keram. Gest., 31, 402~ 
404, 1954, Ceram. Abstr., 94~95, 
1955) [長谷 川 〕 
7884, XRWHAOAO Sine Ose 
Mek'eand jes El uns inyeiR eae 
高温 に 於 ける 相 の 転移 SEBO 状態 を 
X 線 的 に 研究 する 為 の 炉 と し て , 熱源 に タ 
ング ステ ン の コイ ル を 使用 し た も の を 試 
作 し た 。 装置 の 大 き さ は 径 AN, SOM 
EEC, 20008C 以 上 の 高温 が 得 ぁ ち れ た 。 
EGER RBH, Oni 7 Vito 円 
ARR VS SAC My BO VY TW (READ 
DW TWH o BRO Wa tr は 0.10 
時 で , ESB e TEE COS この 保 
持 台 を M ROCK CE, 更に 真希 製 の 
Ji Chee, 水 で 冷却 する 。 頂部 に は 
排気 ガス ロ が あぁ り W ョ a コイル,M。 薄 板 符 の 
酸化 を 防ぐ た め に , He ガス を 通ずる 。 円 
稚 側 部 の の ぞ き 窓 に は 朝 さ 0.005 計 の Be 
を 用 いた 。 温度 の 測定 は , BWEHEWIS It 
学 高温 計 に よる 。 テ スト の 結果 , 20 分 で 
2000°C に 達し , 2 時 間 こ の 温度 に 保つ こ 
と が 出来 た 。  W 蒸 気 で お ね か され る 試料 
に は 使用 出来 な い 。 (Jour. Am. Cer. 
Soc., 38, 63~65, 1955) [横山 〕 
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4. 英文 要約 を 附 す る 場合 に は 完全 な 英文 と し , 之 を タイ プラ イト する こと 。 

5. 別刷 り は 部 数 を 原稿 に 指示 する こと 。 但し 費用 は 著者 の 自 借 と する 。 

6. 投稿 論文 は 受 附け 順に 印刷 する が , ABORT BACHSHR AOC KAI 
々 の も の を 人 れ た い の で , 必ず し も この 順に 依ら な い 場 合 が ある 。 
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Graphic problems in petroleum geology. By L. W. LeRoy and J. W. 

Low. 
油田 地質 調査 か ら 得 た 種々 の 資料 の Mak 31 問 題 が 簡潔 な 解説 , 豊富 な 図版 を 用 い 
て , 実際 の 教授 に 適切 な よう に 接 排 配列 され た も の で ある 。 問題 に 入る 前 に 図示 法 の 全般 
的 解説 , 注意 を 述べ , 31 問 題 中 の 最初 は 種々 の ダイ アグ ラム 表現 に 必要 な 標準 的 色彩 潜 , 
シン ボル , つい で 各種 の 柱状 図 , 断面 図 , 地図 (isopach map, lithofacies map 等 ) の 
Vee dv, contour-map か ら の 体積 計算 法 , stereographic projection, ##2FH 
の 解釈 法 に まで 及 ん で いる 。 井 資料 の 扱い 方 に 重点 を お いて いる た め , 地表 調査 資料 の 
ELD LD HRM EE BONG Oo 学生 の た め の 教 授 演 習 用 と し て 大 い に 役立つ も の と 
思わ れる が , 一 般 地質 学研 究 者 に と つて る も , 殊 に 実際 の 油田 地質 察 に と つて は 有用 な 便覧 
の 処 目 を 果して くれ よう 。 図表 と も に 総 頁 238 で あぁ る が , 図表 の 裏 は 展 々 白紙 で , し か も 
頁 数 に 数 えら れ て いる の で , 実際 は 約 200 頁 ぐら いで ある 。( ル ー ズ リー フ 式 プラ スチ ッ 
ク 綴 , 4 折 判 , AM 238 頁 , 発行 所 Harper and Brothers, New York, 1954, 1800 円 ) 
(av) 


BELSEBAS 


庶務 主任 植田 良夫 , 会 計 主 任 THES 図書 主任 BARE 


BS TD BI SA (BA) 


阿部 # 阿部 Ee 石井 WE 植田 良夫 AR 啓一 
加藤 @¢ 今野 弘 BH SE 島津 光夫 SK RE 
BA 光郎 TR 忠昌 BA 一 雄 長谷川 修 三 横山 最 


昭和 31 年 1 月 208 印刷 昭和 31 年 2 月 1 日 発行 


ZETA 仙台 市 片平 丁 東北 大 学 理学 部 内 | 入会 申込 所 仙人 台 市 片平 丁 東北 大 学 理学 
ARBAB WERAS 部 内 HARE AE WERAS 
(Hse @ 1181 (内 線 311)] F 3 aS aan 
muerte 大 # SWRA TA 1: ARMIES 8825 a8) 
印刷 所 | {yar SeH27 (FG @ 2027) aa ーー ヶ年 分 500 円 (前 納 ) 
" 冬 気 軸 版 印 刷 株 式 会 社 | SAAR 7 
FN ale te 気 #8 BW BBE R 一 部 100 円 (会 員 外 ) 


Vol. XL February 1956 No. 1 


a 


The Journal of the Japanese Association 
of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 


CONTENTS 


Samarskite and garnet from Kasuya pegmatite mine in Ishikawa Town, 
Fukushima Prefecture. 
Perr oe . K. Omori, S. Hasegawa and K. Yokoyama. 
Mechanical analysis of the sandstone of the Shinjo group(II). (The Masu- 
gata and Kawaguchi areas in the western margin of the Shinjo 
DaSiin) oo ne sae Stic bares oO ee I. Kato and M. Abe. 
Skeletal crystals of sphalerite in chalcopyrite. 
Tp Adina eet ota: ae ee eee A. Sugaki, C. Tashiro and T. Hayashi. 
The plagioclase garnet hypersthene hornblende rock as a block on the 


River Horobetsu (the River Niobetsu), in the central migmatite 
bodies, Hidaka “Provinces. see shale eee eee H. Asai. 


The basic and ultrabasic rocks of the Sanbagawa metamorphic region. 


. I. Nakayama. 
Some consideration on the spinel-bearing inclusion in Osuzu acid rocks, 


Kyushu; Japan. no en cree tage eee meer T. Nozawa. 


Notes and news. 


Announcements from the Association, etc. 
Book reviews. 


Graphic problems in petroleum geology. By L. W. LeRoy and 
J. W. Low. 

Abstracts : 

Mineralogy and crystallogvaphy. Identification of metamict minerals by X- 
ray diffraction, etc. 

Petrology and volcanology. The terms teschenite and crinanite, etc. 

Sct. of metallic deposits. The chalcocit-ore deposits at Corocoro, Bolivia, etc. 


Sci. of petroleum deposits. In situ origin of McMurray oil of northeastern 
Alberta, etc. 


Related Science. Radioactivity in ground and surface water, etc. 


Published bimonthly by the Association in the Institute of 
Mineralogy, Petrology and Economic Geology, 
Tohoku University, Sendai, Japan. 


